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システムの概要 

 
債務整理支援システムは、平成１３年４月に施行された改正民事再生法に基づいて仕事に携わる実

務家の方々の、相談業務を支援することを目的として作成された再生手続支援システムの、機能追加バ

ージョンとして開発されました。 

債務整理支援システムには、破産、任意整理、特定調停、過払金返還請求の処理機能があります。 

破産 

各地（対応済みの地裁については 130 ページを参照して下さい）の地方裁判所の申立書等の提出

書類及び、任意配当の按分弁済計算書等の関連する書類の作成を行います。 

任意整理 

借入金の引直計算・弁済計画予定の作成・和解書作成・返済予定データの作成を行います。返済

予定データの支払期日の進捗管理を行う機能があります。 

特定調停 

東京簡易裁判所の申立書等の提出書類及び、特定調停申立通知書等の関連する書類の作成を

行います。 

過払金返還請求 

借入金の引直計算・過払金返還請求書・通知書・訴状・和解書の作成を行います。 

その他 

全ての機能に共通で、債権者データを管理する機能があり、受任通知書等の作成した文書を、各

債権者へ郵送する為のタックシールを一括作成できます。また、各種手続きの進捗管理を行う機能が

あります。 

各文書の出力はマイクロソフトのWord形式でWord文書として作成されますので文書のカスタマイ

ズが可能です。 
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債務整理支援システムの概要 
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１．システムの構成 
債務整理支援システムは、大きく分けて【基礎データ入力処理】と【個別処理】で構成されています。こ

のシステムを利用する場合、【個別処理】を行うために、まず、個別処理の対象となる「債務者」の入力を

行わなければなりません。【個別処理】は、申立ての【新規作成】で行ったデータを対象として処理がなさ

れますので、インストール直後に起動をした初期画面では、【新規作成】のボタンのみが有効になってい

ます。 

【新規作成】で申立人のデータを「保存」すると、[共通データ]と[個別処理]のメニューが表示される画

面が開きます。まず、処理の前提となる[債権者一覧【一般用】]のデータを入力します。[債権者一覧【一

般用】]のデータを元に、[破産][特定調停][任意整理][過払金返還請求]のいずれかの処理を行います。 

【入力＆印刷】は、過去に処理をした申立人のデータを再度処理する場合に行う処理です。ボタンを

押して開いた画面で、対象とする「申立人」を選択し[破産]等の処理を行います。ほとんどの文書の作成

はMS Word を利用して Word文書として出力されます。 

【新規作成】では、再生手続支援システムの債務者データ・債権者一覧データをインポートする機能が

あります。また、債務整理支援システムで作成した申立人データ・債権者一覧データは、再生手続支援

システムで利用できます。 

メインメニューにはツールとして【引直計算】のメニューがあります。これらは、個別処理の中で行ってい

る機能を、単体で動作するようにしたものです。 

 

【基礎データ入力処理】は、[申立人データ登録処理]と[債権者一覧【一般用】]より構成。 

【個別処理】は、基礎データを元に、[破産][特定調停][任意整理][過払金返還請求] より構成。 

【ツール】は、[引直計算]があります。[引直計算]は、[任意整理][過払金返還請求]の内部処理としても利

用しています。 
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２．債務整理ソフトのダウンロード 
初めて債務整理支援システムを利用する場合は、フルセットのインストーラをダウンロードして下さい。

ダウンロードするファイルは、「http://www.nihon-imc.co.jp/seiri/Zseiri.htm」に接続して表示される

ページの、「サンプル版」です。正規登録ユーザの方には、当社より「利用者登録キー」を発行します。

初期画面のメインメニューの「ヘルプ」の中にある「利用者登録処理」を行うと、製品版となります。サン

プル版は 45 日間の試用期間があります。また、印字処理で「サンプル版」である旨の印字がなされま

す。 

 

ダウンロードの「サンプル

版」をクリックします。 

 

 

「ダウンロードはここをク

リック」をクリックします。 

 

ここをクリック 

ここをクリック 
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「保存」をクリックします。 

 

ブラウザソフトによっては、自動でダウンロードフォルダに保存されるものがあります。その場合は、「ダウ

ンロードしたファイルを実行する」に進んで下さい。 

 

 
「実行」をクリックするとインストーラが起動します。 
 

 

ダウンロードしたファイルを実行する 

 

 

 

ダウンロードをした「Seiri365A.exe」

をクリックし、表示された画面で「は

い」をクリックして下さい。 

 

 

 

Seiri365の旧バージョンが存在する場

合は、左の画面が表示されますので

「次へ」をクリックしてください。 

 

以下、次ページ以降を参照して下さ

い。 
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３．債務整理ソフトのインストール 
ダウンロード後、「ファイルを開く」を実行した場合、あるいは「Setup.exe」を実行するとインストールウイ

ザードが開始されます。 

 

ユーザーアカウント制御が有効になっている

場合、アクセス制御の画面が表示されます

ので「許可(Windows Vista の場合)」又は

「はい(Windows 7 の場合)」をクリックして下

さい。 

 

 

 

「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

「使用許諾契約」を読み「同意する」をチェッ

クし「次へ」ボタンをクリックします。 

 

同意をされない場合はインストールができま

せん。 

 

 

※プログラムは「imc」フォルダの下に「Seri」と「AreaDB」というフォルダを作成します。インストール後に

「imc」フォルダ内にあるデータベースフォルダをマニュアルで移動しないようにして下さい。移動された

場合、データベース管理システムが、データベーステーブルの更新をできなくなり、プログラムが正常に

動作しなくなる可能性があります。 
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「次へ」ボタンをクリックして下さい。 

 

 

インストール処理が実行されます。 

 

「完了」ボタンをクリックして終了して下さい。 

 

デスクトップに「債務整理支援」のアイコンが

セットされます。 

 

 

重要 Windows Vista/7/8/10で利用される場合の運用について 

 

Vista/7/8/10 の UAC の機能を有効にされている場合には、プログラムの起動時に、ユーザーアカウン

ト制御画面が常に表示されますので「許可」又は「はい」でプログラムを実行して下さい。 

UACの機能に関しては、Vista/7/8/10の資料を参照してください。 
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４．債務整理ソフトのアンインストール 

スタートメニューの[再生手続支援システム]にある「（削除）アンインストール」を実行するか、 

コントロールパネルの「プログラムと機能（Vista）」又は「プログラムのアンインストール（7）」を開きます。 

どちらの処理でアンインストールを行っても同様です。 

 

 

スタートメニューの[債務整理支援システム]

にある「（削除）債務整理支援システム」を実

行すると左の処理選択の画面が表示されま

す。 

 

[アンインストール]をチェックし、「次へ」ボタ

ンをクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

準備完了画面で「次へ」ボタンをクリックして

下さい。 

 

 

 

アンインストール中の画面が表示されます。 
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「完了」ボタンをクリックして下さい。 

 

コントロールパネルの「プログラムと機能（Vista）」又は「プログラムのアンインストール（7）」でアンインスト

ールを行う場合は以下の画面が表示されます。 

 
「SaimuSeiri」を選択し、削除ボタンをクリックします。 

 

 
「はい」で削除を実行します。 
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インストール後に生成されたファイルは削除されません。データファイルは、インストール後、最初に

起動した時点に生成されますのでアンインストールを行っても削除されません。「債務整理支援システム」

を完全に削除する場合には、インストール時に作成された「\imc」フォルダを、フォルダごと削除して下さ

い。なお再生手続支援システムを使用されている場合には、共有するデータがありますので「\imc」フ

ォルダ内の「Seiri」フォルダのみ削除して下さい。 
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５．利用者登録と解除キー 
本システムは利用者登録をせずに 45 日間は試用することができます。インストール後、初めて起動し

たときから起算して、期間が満了するまでの間に利用者登録処理を行うと「サンプル版」という表示が消

え、製品版として利用できます。 

 

 

[利用者登録の入力を行う]ボタンをクリックすると「利用

者登録」画面が開きます。 

 

[後で行う]ボタンをクリックした場合は、初期画面のメイ

ンメニューのヘルプに[利用者登録処理]のメニューが

ありますのでそこからも行えます。 

 

 

 

【利用者登録処理】 

 

利用者名・登録キーは当社より連絡した内容を正確に

入力して下さい。 

本システムは利用者登録を行った場合、インストール後初めて起動した日から起算して、約３０日後

に解除キーの入力を要求する画面が表示されます。この表示がされるようになってから３０日以内に、

「解除キーの取得」を実行するか、解除キーを入手し入力を行って下さい。また、解除キーの入手は、初

期画面のメインメニューのヘルプにある[解除キーの取得][解除キーの発行要求]でもできます。 

 

[解除キーの取得]ボタンをクリックするとインタ

ーネット経由で解除キーを即時に入手できま

す。 

 

[メールによる解除キーの要求]ボタンをクリック

するとメールソフトが起動します。メールソフトで

送信処理を行って下さい。当社にて内容を確

認後メールにて【解除キー】を連絡致します。 

 

[解除キーの入力]ボタンをクリックした場合は、

次の画面が開きますので当社より入手した【解

除キー】を入力して下さい。 

 

 

※解除キーは利用中のパソコンごとに発行します。他のパソコンではご利用になれません。また解除

キーの発行数は購入ライセンス数までであり、同一バージョンでのみ有効です。 

 

 

【解除キーの入力処理】 

 

解除キーは当社より連絡した内容を正確に入

力して下さい。 
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※ パソコンの変更等を行うために解除キーの返却を行った場合、そのパソコンでの継続使用は、

使用許諾契約に違反となります。無視して継続使用を行った場合には、起動回数が一定の回

数を超えると次の画面が表示され、利用ができなくなります。 

  
 

（メニューのヘルプのサブメニュー） 
解除キーの取得 

 

[解除キーの取得]をクリックするとイン

ターネットを経由して解除キーを即時

に入手します。通常は左の画面が表

示されます。ＯＫボタンをクリックし、ソ

フトを再起動してください。 

※ウイルスソフトの設定で、インター

ネットを経由して解除キーが取り込め

ない場合には、[解除キーの発行要

求]で入手して下さい。 

 

解除キーの発行要求 

 

[メールによる解除キーの要求]ボタンをクリック

するとメールソフトが起動します。メールソフトで

送信処理を行って下さい。当社にて内容を確認

後メールにて【解除キー】を連絡致します。 

 

[画面を印刷する]ボタンのクリックでこの画面が

印刷できます。印刷したものをＦＡＸにて当社に

送信して下さい。後日サポートにログインし解除

キー情報を参照し、「解除キーの入力」で入力を

行って下さい。なお、メール及び FAX での解除

キーの発行は、手作業で行うため日数を要しま

す。お急ぎの場合は「解除キーの取得」をお願

い致します。 

解除キーの入力 

 

 

【解除キーの入力処理】 

 

解除キーは当社より連絡した内容を正確に入

力して下さい。 
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解除キーの返却 

 

[解除キーの返却]をクリックすると左の画

面が表示されます。ＯＫボタンのクリック

でインターネットを経由して解除キーを

即時に返却します。 

 

 

解除キーに関するお願い 

本システムは、利用者登録キーを入力することによって使用期限の制限がなくなり製

品版として利用することができます。ただ、他人の利用者登録キーを入力して不正使用

をする使用者が存在したことにより、パソコンごとにユーザーを確認し特定する必要が

生じました。不正使用を放置すると、ソフトの販売によるの開発費が回収できず、開発

の継続を断念せざるを得なくなる可能性があります。一部の不正使用者のために、正規

に購入を頂いた大半のユーザーの方々にご迷惑をかけないために、「解除キー」によるユ

ーザー管理を行っています。事情をご理解頂きますよう、お願い申し上げます。 

 

 

解除キーの仕組みと注意事項 

１）解除キーの発行は、「利用者登録」を行われたパソコンで、過去に解除キーを取得さ

れていないか、過去に取得した解除キーを返却されている場合に行います。 

２）解除キーは、ご利用中のパソコンの「プロダクトコード」及び「コンピュータ名」

を元に生成します。従って、解除キーを取得した後でパソコンを変更したり、Windows

の種類を変更される予定がある場合には、「解除キーの返却」を必ず変更される前に行

って下さい。「解除キーの返却」を行っている場合のみ、変更後のパソコンで「解除キ

ーの取得」が行えます。 

３）「解除キーの返却」を行わずにパソコンの変更・Windowsの変更を行った場合で、解

除キーの再発行が必要になった場合は有償です。 

４）解除キーの取得後は「コンピュータ名」の変更は行わないで下さい。「コンピュータ

名」の変更を行ったために、解除キー不一致でソフトが利用できなくなった場合には、

まず「コンピュータ名」を元に戻し、「解除キーの返却」を行った後、「コンピュータ

名」を変更し、「解除キーの取得」を行って下さい。 

５）解除キーはバージョンごとに変わります。同一バージョンを継続して利用される場

合、パソコン及び Windowsが同一である限り解除キーは変わりません。 
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６．初めて利用する場合 
本システムをインストール後、初めて起動した場合には下のような初期画面が表示されます。 

 
新規作成ボタンをクリックして申立人データを入力します。申立人の基礎データ・申立データが入力

されると「入力＆印刷」が有効になります。 

 

初めて申立新規作成を押した場合、次のダイアログが表示されます。 

 
 

 

「ＯＫ」ボタンを押して開いた画面で、申立代理

人等の属性の入力を行って下さい。 

 

 

 

申立代理人情報はすべての申立

に共通です。 

初期画面のメインメニューの「保守

｜申立人代理人等の属性入力」

で、入力内容の変更は可能です。

変更した内容は以降に処理する

データの【申立代理人等の属性】

に反映します。 
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７．新規作成 

 
 

氏名の入力 

姓名の入力時には「姓」と「名」の間はスペースで区切って下さい。苗字を判断している部分があります

ので、姓名を区切らずに入力すると、正しく処理されません。 

 
氏名で外字が必要な場合、左のボタンを押して下さい。外字入力用のダイアログ画面が開き登

録済みの外字が表示されます。 

 

 

外字をクリックして選択し、挿入ボタンの押下で氏

名欄に外字が挿入されます。 

 

リストに外字がない場合は当社のサポートに連絡

を下さい。有償（2,100円税込み）で外字を作成致

します。 

 

当社の外字ファイルが不要の場合は、[環境設定]

の[処理]タブの「imc外字ファイルを使用しない」を

チェックして下さい。 

 

性別の入力 

必須入力ではありませんが、一部の書式で性別を必要とするものがあります。未選択の場合、文書は

そのまま印字されます。 

生年月日の入力 

生年月日は必須入力項目になります。正確に入力して下さい。 
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郵便番号の入力 

郵便番号が「該当なし」と表示される場合には、郵便番号が間違っているか、郵便番号辞書が古い可

能性があります。郵便番号辞書の最新版を確認のうえダウンロードを行って下さい。郵便番号の変換等

については、初期画面のメインメニューのヘルプにある「郵便番号変換支援ツールの使い方について」

でデモを見ることができます。 
 

ご注意 

郵便番号辞書のバージョンは、債務整理サポートのホームページで確認できます。なお、有償サポー

ト契約を結ばれていない場合にはダウンロードはできません。 

 

 

「送達場所が現住所と異なる」チェックボックス 

 住所入力欄が有効になりますので、データを入力して下さい。ここで入力したデータは「破産申立書」

等で利用されます。 

 

連絡先電話番号・ＦＡＸ番号は各書式に印字されます。 

 

「保存」ボタンの押下で「債務整理支援システム」の画面が開きます。 

 

 

[再生ソフトよりインポート]ボタン 

 

 

再生手続支援シス

テムが同一ドライブ

にインストールされ

ている場合、債務者

（依頼者）データと債

権者一覧表データ

を本システムに取り

込むこ とができま

す。 

 

債務者名を入力せ

ずに「検索開始」ボ

タンを押すと全件が

リストアップされま

す。対象データをク

リックして選択し、イ

ンポートボタンを押し

ます。 
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８．入力＆印刷 

(1).処理対象者の選択 

 
 

申立人データ一覧画面に表示されている「申立人」より、処理をしたい対象者をクリックによって選

択します。選択すると対象者が反転表示されます。 

 

 
 

[新規]及び[債務者修正]ボタン 

「申立人の登録（修正）画面」が開きます。 
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[振込口座等] 

弁済金の振込口座情報の

入力を行います。弁済金の支

払管理を行う場合には、金融

機関名、口座番号等の情報を

入力しておきます。破産の[按

分弁済計算書]、任意整理の

[支払データ作成 ](現在開発

中)で毎回の確定した弁済金

額に対応する振込手数料を自

動計算させる場合には、その

計算基準を入力しておきます。 

 

※ファームバンキング（全銀協

フォーマット）用のテキストファ

イルが必要な場合もここで入力

を行います。 

 

申立人の振込口座の金融機関の手数料情報

を入力して下さい。 

【同一行他店】 

振込先口座が申立人の振込口座の金融機関

と同一で、他の支店である場合の振込手数料

の金額を、振込金額が①１万円未満②１万円

以上３万円未満③３万円以上、のそれぞれに

ついて入力します。 

【他行】 

振込先口座が申立人の振込口座の金融機関

と違う場合の振込手数料の金額を入力しま

す。 

【同一店】 

振込先口座が申立人の振込口座と同一

の店舗である場合の振込手数料の金額を

入力します。 

 

※全銀協フォーマットのデータを出力する

場合は、金融機関との契約が必要です。

詳細は金融機関にお問い合わせ下さい。 
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[処理画面へ]ボタン 

債務整理支援システムのメニュー画面が開きます。 
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[全件表示]ボタン 

登録済みの「申立人データ」を全て表示します。 

[債務者の検索]ボタン 

 

 

検索条件を入力して、申立

人を抽出することができます。

氏名に「再生」と入力すると、

「再生」という文字を含む全て

の人が抽出されます。 

 

 

【氏名による検索方法】 

入力にスペースを含む場合、検索方法にオプションを選択することができます。 

[完全一致] [ＡＮＤ] [ＯＲ]のボタンは、クリックをすると順番に切り替わります。 

（例）「再生 太郎」と入力した場合 

[完全一致] 

「再生 太郎」と完全に一致するデータのみを抽出します。 

[ＡＮＤ] 

「再生」と「太郎」の両方を含むデータを抽出します。 

[ＯＲ] 

「再生」又は「太郎」のいずれかを含むデータを抽出します。 

 

【メモによる検索方法】 

入力にスペースを含む場合、検索方法にオプションを選択することができます。 

[ＡＮＤ] [ＯＲ]のボタンは、クリックをすると順番に切り替わります。 

（例）「大阪 東京」と入力した場合 

[ＡＮＤ] 

「大阪」と「東京」の両方を含むデータを抽出します。 

[ＯＲ] 

「大阪」と「東京」のいずれかを含むデータを抽出します。 

 

[メニュー]について 

①ファイル-編集リストより除外 

選択された「申立人データ」を、「申立人データ一覧」画面に表示しないようにします。この処理は、

表示を抑制するだけであり、データを削除するものではありません。「全件表示」又は「検索」で呼び

出して表示することができます。 

 

②ファイル-データベースより削除 

選択された「申立人データ」を、「申立人データベース」から削除します。この処理は、データを物

理的に削除するものであり、この処理を行うと、それ以後は削除したデータを再度利用することはでき

ません。この処理をされる場合には、事前にデータのバックアップを取った後にして下さい。また、削

除対象とするデータの選択は、【全件表示】ボタンを押してリストを初期化してから全件を表示して行

って下さい。 
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(2).債権者【一般用】データ入力 

 
 

①債権者一覧へ債権者をセットする方法 

①－１．検索条件を入力して債権者マスタより抽出する方法 

[検索]ボタンを押下すると、「債権者の検索」画面が開きます。 

 

検索抽出したいデータの

抽出条件を入力します。 

・[会社名]のみ入力で、「ア

イ」と入力して検索すると

「アイク」「アイフル」の全

件が抽出対象となります。 

・ [支店名 ] のみ入力で、

「大井」と入力して検索す

ると、支店名に「大井」を

含むデータが対象となりま

す。 

・[会社名]と[支店名]が入力されている場合、例えば、[会社名]＝「アイ」、[支店名]＝「大井」と入

力して検索した場合、会社名が「アイク」または「アイフル」で、支店名に「大井」を含むデータが対

象となります。 

・[都道府県]に検索条件を入力している場合、債権者マスタの本支店データに郵便番号と都道府

県コードが、正確に入力されている必要があります。 

・[検索開始]ボタンを押すと画面下に、抽出データが表示されます。 

・「抽出リスト」より対象とする債権者データを選択すると「セット」ボタンが有効になります。「セット」

ボタンを押すと「債権者一覧」にデータがセットされます。 

・[クリア]ボタンを押すと入力した項目が消去されます。[都道府県]は未指定になります。 

・「債権者登録・修正」画面では債権者があるのに、この画面で検索をしても「該当データがありま

せん」と表示される場合の原因のほとんどが、[都道府県]を検索条件に指定している時で、検索

条件に指定している都道府県と債権者マスタの都道府県が違っていることです。この都道府県は

「本支店」が所在する都道府県です。また、郵便番号が未入力であるか違っている場合も「該当

データがありません」と表示されます。 

・検索は、細かく指定すると、指定のすべてに合致するデータしか表示しないので、入力の仕方に

よってはデータが抽出されないことがあります。「会社名」＋「支店名」もしくは、「会社名」＋「都道

府県」で行う方が確実に存在の有無を確認できます。「会社名」「支店名」ともにあいまいな検索

条件の指定を行うのがベターかも知れません。 
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債権者データはあるが支店が存在しない場合 

 

 

１）「UFJ 信託銀行の XX 支店」を検索し

たが「該当なし」と表示されたため、会

社名を「UFJ」として検索し、UFJ 信託

銀行が存在することを確認しました。 

２）「UFJ信託銀行」の任意の支店をクリッ

クすると本支店新規登録ボタンが表示

されます。 

※英字検索の場合は、全角半角の違い

を区別しますので、半角で検索されな

い場合は全角で検索して下さい。 

 

 

３）本支店新規登録ボタンをクリックすると

左の画面が表示されますので必要項

目を入力し「登録」ボタンを押して下さ

い。登録データは債権者マスタに新規

登録され、債権者一覧画面にセットさ

れます。 

 

 

  

債権者データが存在しない場合 

 

 

１）「大阪市民」を検索すると債権者マスタ

にデータがないので「該当なし」と表示

され債権者新規登録ボタンが表示され

ます。 

 

 

 

 

２）債権者新規登録ボタンをクリックすると

「入力ウイザード」画面が表示されます

ので必要項目を入力し「完了」ボタンを

押して下さい。登録データは債権者マ

スタに新規登録され、債権者一覧画面

に登録データセットされます。 

 

入力の詳細は 104ページを参照して下さ

い。 
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①－２．よく使う債権者として登録してある債権者リストより抽出する方法 

[債権者の作成]ボタンを押下すると、「登録した債権者のリスト」画面が開きます。 

 

 

データを選択すると、

以下のボタンが有効

になります。 

[削除]ボタン 

登録リストより削除しま

す。 

 

[セット]ボタン 

「債権者一覧」に選択

データを追加します。 

 

【よく利用する債権者として登録したもの】への追加方法 

 

 

「債権者一覧」画面で

データを選択し、右ク

リックし、表示されたポ

ップアップメニュー

の、「登録債権者リスト

への追加」をクリックし

ます。 

又は、メニューの「ファ

イル｜登録債権者リ

ストへの追加」をクリッ

クします。 

①－３．ユーザーが登録した債権者 

【ユーザーが登録した債権者】への追加方法 

 
 

 

「債権者の検索」で該

当する債権者が見つ

からない場合、「債権

者新規登録」ボタンが

表示されます。このボ

タンを押して開いた入

力ウイザードで作成し

た債権者が【ユーザ

ーが登録した債権者】

リス トに追加されま

す。 

【ユーザーが登録した債権者】の削除方法 

「債権者登録・修正」画面のメニューの「ファイル」に[債権者(本支店)削除]メニューがありますので、

そこで行います。「債権者登録・修正」画面は、初期画面のメインメニューの「保守」の「債権者登録・

修正」、又は、「債権者一覧」画面の「保守」の「債権者データの保守処理を呼び出す」で開くことが

できます。 
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(2)-2.債権者の詳細入力 
①債権者の詳細入力 

入力の対象とする債権者を選択し、「詳細入力」ボタンをクリックすると「詳細入力」の画面が開き

ます。 

 
 

②債権者の登録画面 

 
 

 

 

名称を変更しても[債権者マスタ上の会社]は別の債権者にはなりません。

債権者の入力誤り等で、債権者の変更を行う場合は、このボタンを押して

表示される画面で、正しい債権者に選択替えを行って下さい。 

【例】債権者が[武富士]ではなく[富士]であった場合、名称を変更するので

はなく、債権者を[富士]に変更するために、このボタンを押して債権者マス

タ上の[富士]の債権者を検索し、変更して下さい。 
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債権者マスタ上の債権者属性の変更が必要な場合は、ここで変更ができま

す。 

【例】債権者が所在地移転等で、所在地が変わったり、電話番号が変更になっ

た場合、ここで属性（住所・電話番号等）の変更を行うと、この債権者を債権者

一覧で参照している、他の申立人の債権者一覧のデータへ自動的に変更が

反映します。 

返済予定の管理 任意整理で毎回の返済予定を管理する場合は、振込先金融機関名等の情報

を行ってください。 

全銀協フォーマッ

トファイル出力 

ファームバンキング（全銀協フォーマット）用のテキストファイルが必要な場合、

振込先金融機関コード、支店コード、カナ口座名義をここで入力します。 

振込先金融機関が未入力の場合に、金融機関コードを入力すると名称が転記

されます。 

出力される帳票 A)債権再調査依頼書 B)行政指導のお願い C)個人情報保護法に基づく開

示請求書 D)代理人辞任届 E)受任通知書 F)取引履歴開示請求書 

 

 

(2)-3.債権者一覧画面のメニュー 

 

【ファイル】 

債権者一覧のデータが選択されている場合にのみ、

以下のメニューは処理ができます。 

 

１．登録債権者リストへの追加 

２．対象債権者のリストからの削除 

３．上へ移動・下へ移動 

４．戻る 

①ファイル 

１．登録債権者リストへの追加 

選択されている債権者一覧の債権者データが、【よく利用する債権者として登録したもの】の

リストに追加されます。追加されたデータは、[債権者の作成]ボタンを押して表示される「登録し

た債権者のリスト」画面にリストアップされますので、次回より「登録した債権者のリスト」から選択

することにより、債権者一覧に債権者として出力できます。 

２．対象債権者のリストからの削除 

選択されている債権者一覧の債権者データを、債権者一覧から削除します。 

３．上へ移動・下へ移動 

選択されている債権者一覧の債権者データの位置が、上下に移動します。「Alt」キーを押し

ながら「↑」キー又は「↓」キーと押した時と同じ動作です。「Alt」を押さずに「↑」キーを押した

時は、債権者一覧のデータ表示位置はそのままで、選択対象とするデータがひとつ上のもの

に移動します。 

４．戻る 

画面を閉じます。 

 

【印刷】 

[タックシールの印刷]については、債権者一覧の

データが選択されていない場合は全件が、選択

されたデータがある場合は選択データを対象とし

て、タックシール（宛名ラベル）に印刷されます。 
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②印刷 

１．タックシールの印刷 

 

【用紙】は、A4 版縦の２列６行印字のものを

基準にしています。１枚のラベルサイズは

（縦４２mm×横８４mm）であれば微調整なし

でそのまま印字できます。この規格以外の

ものでも[④タックシール印字位置の設定]

で印字位置の調整を行えば印字が可能で

す。 

 

例：『ナナワード SHC210』株式会社東洋印

刷の用紙であればそのまま利用できます。 

【用紙位置の調整】 

プリンターによっては、印字位置全体を「右」あるいは「下」に移動させないと正しい位置に

印字できないときがあります。その場合、【右へ移動】又は【下へ移動】に移動させたい距離

を「mm」単位で入力します。例えば右に「0.6mm」移動させたい場合は、「0」を押し、続いて

「.」を押し、続いて「6」を押します。また左に「1mm」移動させたい場合は、「1」を押し、続い

て「-」を押します。 

 

【印字対象データ】 

タックシールに印字する対象データは次のように決められます。 

A）対象データが未選択の場合、債権者一覧に表示されている全ての債権者が印字されま

す。 

B）対象データが選択されている場合は、選択されている債権者が印字されます。 

[複数の任意の債権者データの選択方法] 

債権者一覧で、1件をクリックして選択後、[Ctrl]キーを押しながら次の任意のデータをクリ

ックすることで複数の任意のデータを選択することができます。また、3件目から 10件目のデ

ータを印字対象としたい場合には、3件目をクリックしてから[Shift]キーを押しながら 10件目

のデータをクリックすることで可能です。 

 

【バーコードの印字制御】 

タックシールの印字時に「不正なビットマップ・・・」というエラーが表示される場合は、プリン

タがバーコードの印字に対応していないので、バーコードの印字をしない設定にして下さい。

バーコードの印字制御の設定は、初期画面のメインメニューの中の「保守」の「環境設定」画

面の「印刷」タブにある[タックシール印刷の設定]の「バーコードの印刷はしない」をチェック

することでできます。 

 

２．債務整理開始通知（司法書士） 

 

[債務整理開始通知](貸金業者用) 

[債務整理開始通知](貸金業者以外用) 

 

[日付]は初期値として本日が表示され、保

存はされません。ボタンのクリックで変更で

きます。 
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３．債務整理開始通知（弁護士） 

 

[債務整理開始通知](方針明示なし) 

[事前受任通知書](任意整理と明示) 

 

[日付]は初期値として本日が表示され、保

存はされません。ボタンのクリックで変更で

きます。 

４．辞任通知書（司法書士） 

 

[辞任通知書] 

 

[発送日付]は初期値として本日が表示さ

れ、保存はされません。ボタンのクリックで

変更できます。 

 

[辞任の理由]は保存されません。 

５．辞任通知（司法書士） 

 

[辞任通知] 

 

[発送日付]は初期値として本日が表示さ

れ、保存はされません。ボタンのクリックで

変更できます。 

 

６．代理人辞任通知（司法書士） 

 

[代理人辞任通知] 

 

[発送日付]は初期値として本日が表示さ

れ、保存はされません。ボタンのクリックで

変更できます。 

 

 

 

【保守】 

１．債権者データの保守処理を呼出す 

２．タックシール印字位置の設定 

 

③保守 

１．債権者データの保守処理を呼出す 

初期画面のメインメニューの「保守」の「債権者登録・修正」をクリックした時と同じ画面が開き

ます。 

２．タックシール印字位置の設定 

初期画面のメインメニューの「保守」の「タックシール印字位置の設定」をクリックした時と同じ

画面が開きます。 
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(3)．破産 

 
【地方裁判所選択】画面 

マウスカーソルを処理が可能な地裁の上に移動すると、カーソルがハンドカーソルに変わります。その

状態でクリックして地裁を選択します。（以下の説明は、大阪地裁を押した場合のものです。） 
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ここにチェックをしておくと、次回に[破産]の処理を選択した場合に

は、地裁選択画面が表示されず、直接選択した地裁の処理メニュ

ー画面が表示されます。地裁選択画面を表示させたい場合には、

ここのチェックをはずしてから[戻る]ボタンを押して画面を閉じて下

さい。次に[破産]の処理を選択した時には、地裁選択画面が表示

されます。 

 

【個別メニュー】 

各地裁によってメニューは

変わります。[債権者一覧

表][ 債権者一覧表(公租

公課用)][破産申立書][家

計収支表]は、その書式が

ある地裁ではすべて処理

が可能です。 

[財産目録][陳述書]は、

完成済みの地裁で処理が

可能です。 

 

【共通メニュー】 

このメニューはすべての

地裁で共通した書式で

す。 
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(A).債権者一覧表 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上下ボ

タンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、[下へ]を押

した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データにな

り、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

 

 
 

[借入・購入等の日]の入力は、[最初の取引日]ボタンを押して表示され

る[日付入力画面]で行います。日付入力画面には、[カレンダー入力]

と[キーボード入力(和暦 or 西暦)]があります。日付入力方式の選択変

更は、初期画面のメインメニューの保守の[日付入力方式の設定]で行

って下さい。 

 

(A)-1.債権者一覧表のメニュー 
 

 

【ファイル】 

 と同じ動作です。 
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【印刷】 

 

[債権調査票個別]は選択されている債権者のみが Word 出

力の対象となります。 

②印刷 

１．債権者一覧表 

２．債権調査票全件 

債権者一覧にリストされている全ての債権者について[債権調査票]を Word出力します。 

３．債権調査票個別 

印字対象の債権者を選択（反転表示）している場合、その債権者のみ印字します。 

４．タックシール（宛名ラベル）の印刷 

 

【用紙】は、A4 版縦の２列６行印字のものを

基準にしています。１枚のラベルサイズは

（縦４２mm×横８４mm）であれば微調整なし

でそのまま印字できます。この規格以外の

ものでも[④タックシール印字位置の設定]

で印字位置の調整を行えば印字が可能で

す。 

 

例：『ナナワード SHC210』株式会社東洋印

刷の用紙であればそのまま利用できます。 

【用紙位置の調整】 

プリンターによっては、印字位置全体を「右」あるいは「下」に移動させないと正しい位置に印字

できないときがあります。その場合、【右へ移動】又は【下へ移動】に移動させたい距離を「mm」単

位で入力します。例えば右に「0.6mm」移動させたい場合は、「0」を押し、続いて「.」を押し、続い

て「6」を押します。また左に「1mm」移動させたい場合は、「1」を押し、続いて「-」を押します。 

 

【印字対象データ】 

タックシールに印字する対象データは債権者一覧に表示されている全ての債権者が印字され

ます。選択した債権者のみのタックシールが必要な場合は、「債権者一般用データ入力」ボタンを

押して表示される債権者一覧画面で行って下さい。 

 

【バーコードの印字制御】 

タックシールの印字時に「不正なビットマップ・・・」というエラーが表示される場合は、プリンタが

バーコードの印字に対応していないので、バーコードの印字をしない設定にして下さい。バーコ

ードの印字制御の設定は、初期画面のメインメニューの中の「保守」の「環境設定」画面の「印刷」

タブにある[タックシール印刷の設定]の「バーコードの印刷はしない」をチェックすることでできま

す。 

 

 

【印刷】 

初期画面のメインメニューの「保守」の「債権者登録・修

正」をクリックした時と同じ画面が開きます。 
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(B).債権者一覧表（公租公課用） 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上下ボ

タンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、[下へ]を押

した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データにな

り、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

 

①．滞納公租公課一覧表の印刷 

メニュー｜印刷｜滞納公租公課一覧表（Word文書に出力） 

 

 

 
 

[債権者]のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」ボタンを押

して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修正」「削除」を行う

場合には、リストに表示されているデータをクリックして選択します。選

択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますので、「修正・削除」の

ボタンを押します。 

 

 

印字は入力順に関係なく、種類順に印字され

ます。書式に設定されている[所得税]・・・[その

他]の順番です。同一のデータは複数行印字

されます。 
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(C).破産申立書 

 
 
[生年月日][住民票上の住所][現住所][送達場所]等の申立人の個人属性データは、「申立人データ

一覧」の「債務者修正」ボタンを押して表示される「申立人データ登録・修正」画面で行って下さい。 
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(D).標準資料一覧表 

 
 

[印刷]ボタンの押下で Word 文書に出力します。 

 

[提出の有無]欄で、有無にチェックがされていない場合には、Word 出力時に[無]にチェックをして出

力します。 
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(E).債権調査に関する上申書 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 債権者を選択（反転している）した状態で、キーボードの「↑」キーを押す

と、ひとつ上のデータが選択データになり、「↓」キーを押すと、ひとつ下の

データが選択データになります。 

 
 

 

[聴取日]等の入力は、各ボタンを押して表示される[日付入力画面]で行い

ます。日付入力画面には、[カレンダー入力]と[キーボード入力(和暦 or 西

暦)]があります。日付入力方式の選択変更は、初期画面のメインメニュー

の保守の[日付入力方式の設定]で行って下さい。 

 

データの保存は、債権者の選択替えをした場合と、[戻る]ボタンを押した時

に自動的に行われます。 

 

印字される裁判所名は[破産申立書]画面で入力されたものです。裁判所名が空白で印字される場

合は[破産申立書]画面で入力を行って下さい。 
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(F).財産目録 
①現金・預貯金・保険・積立金・貸付金・退職金等 

 
 

 

 

 

[預貯金]等のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」ボタンを

押して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修正」「削除」を

行う場合には、リストに表示されているデータをクリックして選択します。

選択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますので、「修正・削除」

のボタンを押します。 

[預貯金]の入力画面 

 

[保険]の入力画面 

 

[積立金等]の入力画面 
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[賃借保証金・敷金]の入力画面 

 

[貸付金・求償権等]の入力画面 

 

 

 

②不動産・自動車・高価な動産・株券、会員権等 

 
 

 

 

 

[不動産]等のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」ボタンを

押して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修正」「削除」を

行う場合には、リストに表示されているデータをクリックして選択します。

選択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますので、「修正・削除」

のボタンを押します。 
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[不動産]の入力画面 

 

[自動車]の入力画面 

 
[高価な動産]の入力画面 

 

[株券・会員権等]の入力画面 

 
[処分した財産]の入力画面 

 

[弁済した債務]の入力画面 

 

[取得見込財産]の入力画面 
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(G).陳述書 

 
 

 

 

 

[職歴]等のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」ボタンを押

して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修正」「削除」を行う

場合には、リストに表示されているデータをクリックして選択します。選

択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますので、「修正・削除」の

ボタンを押します。 

[職歴]の入力画面 

 

[家族の状況]の入力画面 

 

[結婚、離婚歴等]の入力画面 

 

[廉価処分]の入力画面 
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[偏頗行為]の入力画面 

 

[詐欺]の入力画面 

 

 

①． 現在の住居の状況 

 

 

データが入力されていない場合は[未入力]ボタンが表示され、 

データが入力されている場合は[入力済] ボタンが表示されます。 

 

[現在の住居の状況]の入力画面 

 

 

②．破産申立に至った事情 

 

 

データが入力されていない場合は[未入力]ボタンが表示され、 

データが入力されている場合は[入力済] ボタンが表示されます。 

 

[破産申立てに至った事情]の入力画

面 
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③．浪費等 

 

 

データが入力されていない場合は[未入力]ボタンが表示され、 

データが入力されている場合は[入力済] ボタンが表示されます。 

 

[浪費等]の入力画面 

 

 

④．過去の免責等に関する状況 

 

 

データが入力されていない場合は[未入力]ボタンが表示され、 

データが入力されている場合は[入力済] ボタンが表示されます。 

 

[過去の免責等に関する状況]の入力画

面 
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⑤．その他 

 

 

データが入力されていない場合は[未入力]ボタンが表示され、 

データが入力されている場合は[入力済] ボタンが表示されます。 

 

[その他破産法所定の・・・] 

[上記１から６に記載の・・・] 

[債権調査票に具体的・・・] 

に共通の入力画面 

 

 

⑥．事業に関する陳述書（別処理） 

 

 

データが入力されていない場合は[未入力]ボタンが表示され、 

データが入力されている場合は[入力済] ボタンが表示されます。 

 
 

事業に関する陳述書が必要な場合は、この画面で印刷を行って下さい。 
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(H).家計収支表 
【収入】項目の画面 

 
 

[補足事項等]欄の入力 

入力データは、家計収支表の

「（）」内にセットされます。 

 

入力後Enterキーの押下で入

力が確定し次の行にカーソル

が移動します。行末の場合に

は次の列の行頭に異動しま

す。 

 

[開始年月]ボタンの押下で年

月カレンダーが表示されま

す。入力をすると「年月」セル

に 2 か月分の年月がセットさ

れます。 

 

合計は自動的に計算されま

す。 

【支出】項目の画面 

 

 

入力した月の収支合計は、翌

月への繰越で調整されます

ので常に同額です。 

 

前月からの繰越＋入力した収

入合計⇒収入合計（支出合

計） 

 

収入合計－入力した支出合

計⇒翌月への繰越 

 

[翌月への繰越]は計算結果

ですので、マイナスにならな

いように注意をして下さい。 
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(I).破産同時廃止申立てチェックリスト 

 

[破産申立チェックリスト]は提

出に必要な資料が、揃ってい

るか確認する為に使います。 

 

・・・とあり全文表示されていな

い文章は、マウスポインタをあ

てると全文表示されます。 

 

 

［破産申立書］タブ 

 

破産申立書の確認をします。 

 

 

 

［債権者一覧表］タブ 

 

債権者一覧表作成時の確認

事項をチェックします。 
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［財産目録］タブ 

 

財産目録作成時の確認事項

です。 

 

 

［陳述書］タブ 
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［家計収支表］タブ 

 

 

 

 

［事業に関する陳述書］タブ 

 

 

事業に関する具体的な事情

については「陳述書」の「第２ 

破産申立てに至った事情」の

「４ 具体的事情」欄に記載し

てください。 
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［総括］タブ 

 

最終確認です。 

 

 

各タブの全項目を確認し、該

当部分にチェックした後に、

画面上部の 

 
 

ボタンをクリックしチェックリスト

を印字してください。 

 

(J).破産申立通知書 

 

[破産申立通知書]は共通書

式です。 

 

(K).按分弁済のご案内 

 

[按分弁済のご案内]は共通

書式です。 

 

[出力する書式] 

・按分弁済につき振込先のお

尋ね 

・振込先指定書 

・配当表 

 

債権者一覧の各債権者ごと

の[現在の債務額]の合計額

と、左の[配当額]より配当率を

算出し、各債権者ごとの個別

の配当額を計算します。 
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(L).任意配当のご案内 

 

[任意配当のご案内]は共通

書式です。 

 

[出力する書式] 

・任意配当の御案内 

・回答書 

 

(M).按分弁済計算書 

 

[按分弁済計算書]は共通書

式です。 

 

債権者一覧の各債権者ごと

の[現在の債務額]の合計額

と、[弁済総額]より配当率を算

出し、各債権者ごとの個別の

弁済額を計算します。振込先

金融機関区分の内容を基準

に[振込手数料]を算出し、払

込金額を計算します。 

[振込手数料]は、申立人登録

修正画面の[払込口座等]ボタ

ンの押下で表示される画面の

入力値に基づいて計算しま

す。振込手数料が不要の場

合はすべてを「０」として下さ

い。 

 

(N).配当実施のご案内 

 

[配当実施のご案内]は共通

書式です。 

 

[出力する書式] 

・配当実施の御案内 

・配当表 
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(O).按分弁済報告書 

 

[按分弁済報告書]は共通書式で

す。 

 

[出力する書式] 

・按分弁済報告書 

・按分弁済につき振込先のお尋ね 

・配当表 

 

(P).配当額計算保守 

 

[配当額計算保守]  

 

配当表印字時の端数処理の設定

をします。 

 

[配当率計算の端数処理] 

配当率←配当額÷総借入残高 

1,000,000÷75,325,094 

＝1.327578⇒1.32758%・・① 

 

[配当額計算の端数処理] 

700,000×１.32758% 

＝9,293.06⇒9293 円・・② 

 

２ 

1 

２ 

１ 



債務整理支援システム 
メインメニュー 

日本アイ・エム・シー株式会社 

53 

  

(4)．特定調停 

  
【簡易裁判所選択】画面 

裁判所の場単クリックするとメニューボ

タン画面が開きます。 

 

 

 
 

ここにチェックをしておくと、次回に[特定調停]の処理を選択した場

合には、裁判所の選択画面が表示されず、直接選択した裁判所の

処理メニュー画面が表示されます。簡易裁判所選択画面を表示さ

せたい場合には、ここのチェックをはずしてから[戻る]ボタンを押し

て画面を閉じて下さい。次に[特定調停]の処理を選択した時には、

簡易裁判所選択画面が表示されます。 

 

【個別メニュー】 

各簡易裁判所によってメニューは変わり

ます。 
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【共通メニュー】 

このメニューはすべての地

裁で共通した書式です。 
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(A).特定調停申立書 

 
 

 

[↑]キー・[↓]キー 

相手方リストの債権者を選択（反転している）した状態で、キーボード

の「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データになり、「↓」キ

ーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

選択データが[特定調停申立書]の印字対象となります。 

 

[特定調停申立書]の印字を行います。債権者が未選択の場合、この

ボタンは無効表示です。有効にするには、相手方リストの債権者を選

択して下さい。 

 
 

 

債権者マスタ上の会社属性（会社名・所在地等）に変更があった場合

にはここで変更が可能です。ここでの変更は、この債権者マスタを参

照するすべての申立人の債権者データに反映します。 

債権者一覧の名称変更は、[債権者【一般用】データ入力]で行って下

さい。ここで変更することはできません。 

 
支店欄に印字が不要な場合はチェックをして下さい。 
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(B).関係権利者一覧表 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上下ボ

タンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、[下へ]を押

した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データにな

り、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

①．関係権利者一覧表の印刷 

メニュー｜印刷｜関係権利者一覧表（Word文書に出力） 

②．タックシール（宛名ラベル）の印刷 

メニュー｜印刷｜タックシールの印刷 
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(C).紛争の要点 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上

下ボタンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、

[下へ]を押した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データ

になり、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになり

ます。 

 
 

[借受金額等]のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」

ボタンを押して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修

正」「削除」を行う場合には、リストに表示されているデータをクリッ

クして選択します。選択すると「修正・削除」のボタンが有効になり

ますので、「修正・削除」のボタンを押します。 

[返済状況] [未入力]ボタンを押して詳細を入力します。データが入力されてい

る場合は、[入力済]ボタンで修正入力ができます。 

[添付書類] 項目（契約書（写）等）をチェックすると、通数入力が可能になりま

す。 

 

[紛争の要点]をＷｏｒｄ文書に出力します。 
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(D).特定債務者の資料等 

 
 

 
 

[家族の状況]のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」ボタ

ンを押して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修正」「削

除」を行う場合には、リストに表示されているデータをクリックして選択し

ます。選択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますので、「修正・

削除」のボタンを押します。 

 

[特定債務者の資料等]をＷｏｒｄ文書に出力します。 

[家族の入力]画面 

 

 

ここで入力した家族のデータは、陳述

書の[家族の状況]と連動します。 
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(E).陳述書 

 
 

 

 

[申立をしていない債務]等のリストに新規にデータを登録する場合は、

「追加」ボタンを押して開いた画面で入力します。入力済みデータを

「修正」「削除」を行う場合には、リストに表示されているデータをクリック

して選択します。選択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますの

で、「修正・削除」のボタンを押します。 

 
 

[陳述書]をＷｏｒｄ文書に出力します。 

 
 

チェックをすると「１６」「１７」の入力が可能になります。 

 

[未入力][ない]ボタンをクリックすると、入力画面が表示されます。入力

画面で保存を行うと、[入力済][ある]になります。 

[申立をしていない債務]の入力画面 

 

[現在の職業]の入力画面 
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[現在の月収]の入力画面 

 

[現在の住居]の入力画面 

 
[税金等の毎月の支出状況]の入力画面 

 

[家族の入力]画面 

 
ここで入力した家族のデータは、特定債務者の

資料等の[家族の状況]と連動します。 

[借入れ理由]の入力画面 

 

[訴訟や支払督促を受けたこと]の入力画面 

 

[債権者と支払い・・・できるか？]の入力 
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(F).資産目録 

 
 

 

 

[預貯金]等のリストに新規にデータを登録する場合は、「追加」ボタンを

押して開いた画面で入力します。入力済みデータを「修正」「削除」を

行う場合には、リストに表示されているデータをクリックして選択します。

選択すると「修正・削除」のボタンが有効になりますので、「修正・削除」

のボタンを押します。 

 

[資産目録]をＷｏｒｄ文書に出力します。 

 
[なし]ボタンをクリックすると、入力画面が表示されます。入力画面で保

存を行うと、[あり]になります。 

[預貯金の入力]画面 

 

[売掛金・貸金の入力]画面 

 

[価値ある財産の入力]画面  
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(G).家計表 
【収入】項目の画面 

 

[補足事項等]欄の入力 

入力データは、家計表の「費

目」にセットされます。 

 

入力後Enterキーの押下で入

力が確定し次の行にカーソル

が移動します。行末の場合に

は次の列の行頭に異動しま

す。 

 

合計は自動的に計算されま

す。 

【支出】項目の画面 

 
 

 

[補足事項等]欄の入力 

入力データは、家計表の「（）

内」または「費目」にセットされ

ます。 

 

合計は自動的に計算されま

す。 
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(H).共通書式の作成 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上下ボ

タンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、[下へ]を押

した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データにな

り、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

[発送日] この日付データは保存されません。 

 

①．特定調停申立通知書 

②．民事執行停止決定申立書(1) 

③．民事執行停止決定申立書(2) 

④．調停前の措置命令申立書(1) 

⑤．調停前の措置命令申立書(2) 

⑥．自庁処理申立書 

⑦．代理人辞任届 
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(5)．任意整理 

①【初めて開いた場合】 

[引直計算]のみ押すことができます。 

 

②【引直計算後】 

[弁済計画予定作成]が可能になります。 

 
③【弁済計画予定作成後】 

[予定・和解提案書他][弁済計画決定入力][交

渉経過入力]が可能になります。 

 

④【弁済計画決定入力後】 

[決定・和解提案書他] 

[和解書]が可能になります。 

 
 

 

弁済計画を作り直す場合、このボタンを押して下さい。 

以下の順に処理選択のダイアログ画面が表示されま

す。[キャンセル]で終了します。 

１）弁済計画・決定入力データの初期化 

[はい]で次の処理へ、 

２）返済計画予定データの削除 

[はい]で次の処理へ,[キャンセル]で③ 

３）返済条件の削除 

[はい]で次の処理へ,[キャンセル]で② 

４）引直後残高のクリア 

[はい]で①、[キャンセル]で② 
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(A).引直計算 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されて

いる上下ボタンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは

上に移動、[下へ]を押した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択

データになり、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択

データになります。 

 

 

 

過去の借入返済履歴を入力することによって、利息計算の

引直計算を行います。 
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引直計算入力ウイザード 

 

①初期画面 

 

・新規作成→②へ 

・入力済データの参照→⑨へ 

・入力済データの計算条件の変更→②へ 

・入力済データの削除 

 

※データは最終画面の[完了]ボタンで保存さ

れます。データ入力の途中で終了される場合

にも最終画面の[完了]ボタンを押して終了し

て下さい。[閉じる][キャンセル]ボタンの押下

では、データは保存されません。 

 

②債権者及び債務者の入力 

 

・債権者名 

・債務者名 

・備考 

 

 

 

③計算開始日の入力 

 

・計算開始年月日 

※ 未入力の場合は、借入・返済履歴入力の

最初の取引日から計算します。 

未入力の場合は⑤へ 

入力ありの場合は④へ 

 

借入当初から入力する場合、最初の借入を

「履歴入力」で行いますので、計算開始日の

入力は不要です。 

 

 

④計算開始時点借入残高の入力 

 

・計算開始時点の残高 

・引直利率適用基準借入 

 

途中の残高より引直計算を行う場合、適用さ

れる金利を判断する借入金額の入力を行い

ます。10 万円未満・・・20%、100 万円以上・・・

15%、以外 18%で計算されます。 
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⑤借入基本データの入力 

 

・利率 

・利息計算方式 

・過払金の利率 

・過払いが発生した場合の返還請求金額の

計算方法 

 

 
 

⑥借入・返済履歴の入力 

 

・1件目を入力する場合は、1行目の年月日セ

ルをクリックすると入力が可能になります。 

・利率は⑤で入力したものが自動セットされま

す 

 
選択した行以降の利率を一括変更します。 

  
推定の返済データを一括で生成します。 

 

 
 

⑦利率の一括変換 

 

入力済データの利率は個別に変更することも

可能ですが、一括変更もできます。 
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⑧推定返済データ一括生成 

 

・１件目の返済日は、[休日の設定]に係わら

ず入力日付になります。 

・最終約定返済日は、[休日の設定]がある場

合は調整されます。 

 

[休日の設定] 

 １．休日設定なし 

 ２．土曜・日曜・祭日 

 ３．日曜・祭日 

 

[休日処理]（休日の設定が 2,3の場合） 

 １．翌営業日 

 ２．前営業日 

 

 
 

⑨業者計算の表示 

 

 

 
 

⑩引直計算の表示 

 

 
利息の計算書を印刷します。 

 

 
データを保存して処理を終了します。 
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⑪計算の印刷プレビュー 
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(B).弁済計画予定作成 

 

初めてこの処理を行う場合は、計算条件を設定す

るためのダイアログ画面が表示されます。 

 

計算条件は弁済計画案作成画面でも変更できま

す。 

 

[保存]で弁済計画案作成画面が開きます。 

 

弁済予定額算出の計算例示 

 
[計算単位]＝千円 

[端数]＝切上げ 

[支払回数]＝36回 

[最低支払額]＝5,000円 

[返済額が 106,000円の場合] 

返済額÷支払回数＝毎回配当額 

106,000円÷36回＝2,944.444⇒3,000円 

但し、最低支払額が5,000円よりも少ないので５,000円

が毎月配当額になります。 

支払回数は 106,000円÷5,000円＝21.2⇒2１回 

端数回配当額は 106,000－（5,000×20） 

＝6,000円(下図の 1番のデータ) 

 

[返済額が 500,000円の場合] 

返済額÷支払回数＝毎回配当額 

500,000円÷36回＝13,888.88⇒14,000円 

支払回数は 500,000円÷14,000円＝35.71⇒36回 

端数回配当額は 500,000－（14,000×35） 

＝10,000円(下図の６番のデータ) 
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[計算単位]＝万円 

[端数]＝切上げ 

[支払回数]＝36回 

[最低支払額]＝10,000円 

[返済額が 106,000円の場合] 

返済額÷支払回数＝毎回配当額 

106,000円÷36回＝2,944.444⇒3,000円 

但し、最低支払額が 10,000円よりも少ないので 10,000

円が毎月配当額になります。 

支払回数は 106,000円÷10,000円＝10.6⇒10回 

端数回配当額は 106,000－（10,000×9） 

＝16,000円 

 

[返済額が 500,000円の場合] 

返済額÷支払回数＝毎回配当額 

500,000円÷36回＝13,888.88⇒14,000円 

但し、最低支払額が 20,000円よりも少ないので 20,000

円が毎月配当額になります。 

支払回数は 500,000円÷20,000円＝25回 

端数回配当額は 500,000－（20,000×24） 

＝20,000円 

 
 

 
各金額欄は変更入力が可能です。 

金額欄を 2 度クリック（ダブルクリックではありません）す

ると金額が反転表示しますので、キーボード（又はテン

キー）より金額を入力して下さい。 

クリックすると金額欄が点線で囲まれて表示されます

が、この状態でもキーボードより金額の入力ができま

す。 

 

入力された計算条件に基づいて[毎月

配当額][端数配当額][回数]が算出さ

れます。上記例示画面では最低支払

額が１万円で計算単位未満端数処理

が切上げのため、支払回数は短縮さ

れています。 

[保存]で予定データが生成されます。 
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(C).予定・和解提案書他 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上下ボ

タンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、[下へ]を押

した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データにな

り、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

 

①．和解提案書・分割 

②．和解申込書(全額分割弁済) 

③．和解申込書(元本一部免除後の分割弁済) 
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(D).弁済計画決定入力 

 
 

 

債権者ごとに、返済条件の変更が可能です。債権者が選択され

ている状態で、[債権者データ修正]ボタンをクリックして表示される

[債権者ごと弁済計算方法の設定]画面で変更入力を行います。 

 

債権者ごと弁済計算方法の設定（画面Ａ） 
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弁済計画予定の作成で、最初の[計算方法の設定画面]で入力をした条件で計算したものを変更で

きます。なお、１回あたりの[最低支払額]及び[計算単位未満端数処理]は個別設定はできません。 

[計算単位] 

万円、千円、百円、十円、円より選択します。 

[支払回数] 

1 回以上 240 回以下の範囲で入力できます。ただし、計算条件の最低支払額の制限がありますので、

[決定・返済額計算]を支払回数は、返済総額÷最低支払額（端数切捨て）に自動的に置換されます。

計算結果が入力した支払回数を下回る場合は次の確認ダイアログ画面が表示されます。 

 
 

画面Ａの画面の計算過程の例示 

【前提】 

返済総額＝106,000円 

計算単位＝万円 

端数計算処理＝切上げ 

最低支払額＝10,000円 

最初の予定返済回数＝36回 
 

予定額算出計算過程 

返済総額÷支払回数＝106,000÷36＝2,944円・・・最低支払額以下なので最低支払額 10,000円が

毎回支払額になります。その結果、支払回数＝10回で、毎回分＝10,000円×9回、端数回＝16,000

円となります。 
 

上記支払回数を 9回に変更した場合の計算過程(確認ダイアログのでるケース) 

返済総額÷支払回数＝106,000÷9＝11,777 円・・・計算単位が「万円」で端数計算処理が切上げな

ので 20,000円が毎回支払額になります。その結果、支払回数＝5回で、毎回分＝20,000円×4回、

端数回＝26,000円となります。 
 

支払回数を 11回（11回以上であれば何回でも同じです）に変更した場合の計算過程 

返済総額÷支払回数＝106,000÷11＝９,636円・・・最低支払額以下なので最低支払額 10,000円が

毎回支払額になります。その結果、支払回数＝10回で、毎回分＝10,000円×9回、端数回＝16,000

円となります。 
 

[決定・返済総額] 

予定の返済総額の変更入力が可能です。 
 

 
[計算単位][支払回数][端数調整時期][決定・返済総額]を変更すると、

ボタンが有効になります。ボタンを押して返済額を計算して下さい。 

 
上記変更、及び[初回の弁済額変更]の計算を無効とし、予定値に戻し

ます。 

 
上記変更、及び[初回の弁済額変更]の計算を無効とし、直前の決定値

に戻します。 

 
変更を行った場合は[保存]を行うとボタンが有効になります。 
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※[初回の弁済額変更]を行った場合後に、[決定・返済額計算]の処理を行うと[初回の弁済額の変

更]は無視されます。[初回の弁済額変更]と[決定・返済額計算]は択一処理です。 

 

 

初回の返済額を増額する場合には、このボタンを押して表示され

る[初回の弁済額]画面で変更をします。 

 

 

【例】 

返済総額     106,000円 

最低支払額    10,000円 

初回の返済額  10,000円 

最終回返済額  16,000円 

 

初回の返済額を 25,000 円に変

更した場合の、変更後の[最終回

返済額][回数]を計算パターンよ

り選択します。 

 

【A】パターン[支払回数固定] 

端数を初回で調整の場合 端数を最終回で調整の場合 

毎月返済額が最低返済基準額以下の場合は

入力された初回返済額で調整します。 

算出初回返済額＝返済総額－（毎回返済額×

（支払回数－１）） 

算出初回返済額が「０」以下の場合は処理不能

です。 

毎月返済額が最低返済基準額以下の場合は

最終回返済額で調整します。 

最終回返済額＝返済総額－初回返済額－（毎

回返済額×（支払回数－２）） 

最終回返済額が「０」以下の場合は処理不能で

す。 

算出初回返済額 

＝106,000－(10,000×(10－１)) 

＝16,000円 

最終回返済額 

＝106,000－25,000－(10,000×(10－2)) 

＝1,000円（上記画面値） 

 

【B】パターン[支払回数を短縮] 

端数を初回で調整の場合 端数を最終回で調整の場合 

毎月返済額が最低返済基準額以下の場合は

入力された初回返済額で調整します。 

算出初回返済額＝返済総額－（毎回返済額×

（支払回数－１）） 

算出初回返済額が「０」以下の場合は処理不能

です。 

毎月返済額が最低返済基準額以下の場合は

支払回数を短縮します。 

支払回数＝返済総額－初回返済額÷毎月返

済額＋１ 

最終回返済額＝返済総額－初回返済額－（毎

回返済額×（支払回数－２）） 

最終回返済額が「０」以下の場合は処理不能で

す。 

算出初回返済額 

＝106,000－(10,000×(10－１)) 

＝16,000円 

支払回数 

＝(106,000－25,000)÷10,000＋1 

＝9.1（端数切上）＝10回 

最終回返済額 

＝106,000－25,000－(10,000×(9－2)) 

＝11,000円（上記画面値） 
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【C】パターン[毎回返済額を固定とし支払回数を短縮] 

端数を初回で調整の場合 端数を最終回で調整の場合 

毎月返済額が最低返済基準額以下の場合は

入力された初回返済額で調整します。 

支払回数＝返済総額－初回返済額÷毎月返

済額＋１ 

算出初回返済額＝返済総額－（毎回返済額×

（支払回数－１）） 

算出初回返済額が「０」以下の場合は処理不能

です。 

毎月返済額が最低返済基準額以下の場合は

支払回数を短縮します。 

支払回数＝返済総額－初回返済額÷毎月返

済額＋１ 

最終回返済額＝返済総額－初回返済額－（毎

回返済額×（支払回数－２）） 

最終回返済額が「０」以下の場合は処理不能で

す。 

支払回数 

＝(106,000－25,000－)÷10,000＋1 

＝9回 

算出初回返済額 

＝106,000－(10,000×(9－１)) 

＝26,000円 

支払回数 

＝(106,000－25,000)÷10,000＋1 

＝9回 

最終回返済額 

＝106,000－25,000－(10,000×(9－2)) 

＝11,000円（上記画面値） 

 

[初回の返済額]を入力後、[計算]ボタンのクリックで、各パターンの金額が計算されますので、任意の

パターンを選択し、保存ボタンを押して下さい。 

 

①弁済計画表 

②交渉経過一覧表 

③和解結果一覧表 

 

 
弁済計画が決定され、データが保存されます。 
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(E).決定・和解提案書他 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されている上下ボ

タンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に移動、[下へ]を押

した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択データにな

り、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択データになります。 

 

①．和解提案書・分割 

②．和解申込書(全額分割弁済) 

③．和解申込書(元本一部免除後の分割弁済) 
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(F).交渉経過入力 

 
 

※日付入力は必ず西暦で入力して下さい。2007年 1月 10日の場合は[０７/01/10]と、数値のみ続け

て入力して下さい。区切り文字（／）の入力は不要です。 

 

データのコピー＆貼り付け機能の使用方法 

 

コピーをしたいセルの上で 2回クリック（ダブルクリックではありません）

をすると、データが選択されて反転表示になります。 

 

反転表示されているデータにマウスカーソルを移動し、右クリックをす

るとポップアップメニューが表示されますので[コピー]をクリックして下

さい。 

 

貼り付けをしたいセルの上で３回クリックをすると、空データの入力域

が選択されて反転表示になります。 

 

反転表示されているデータにマウスカーソルを移動し、右クリックをす

るとポップアップメニューが表示されますので[貼り付け]をクリックして

下さい。 
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同一日付のデータを連続して入力する簡単な方法 

 

コピーをしたいセルの上で 2回クリック（ダブルクリックではありません）をす

ると、データが選択されて反転表示になります。 

 

キーボードの[メニュー キー]を押すと、ポップアップメニューが表示されま

すのでキーボードの[Ｃ]を押して下さい。 

 

ポップアップメニューは、右クリックで表示されるものと同じです。 

 

貼り付けをしたいセルの上で３回クリックをすると、空データの入力域が選

択されて反転表示になります。（画面①） 

 

 

キーボードの[メニュー キー]を押すと、ポップアップメニューが表示されま

すのでキーボードの[Ｐ]を押して下さい。データがセルに貼り付けられます

ので[Ｅｎｔｅｒキー]を押して下さい。次の行に移動し、画面①の状態になり

ますので[メニュー キー]を押してから、[Ｐ]を押すとデータがセルに貼り付

けられます。この繰り返しで簡単に入力ができます。離れた位置に同一デ

ータを貼り付ける場合には、[Ｅｎｔｅｒキー]を連続して押下してセルを移動

しても貼り付けができます。 

 

ポップアップメニューは、右クリックで表示されるものと同じです。 

 

 

 

①弁済計画表 

②交渉経過一覧表 

③和解結果一覧表 

 

 
交渉経過データが保存されます。 
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(G).和解書 

 
 

和解条項の内容によって、和解書ボタンの選択を切り分けて下さい。 

なお、作成した弁済計画の内容によっては、ボタンが無効表示になっています。 

 

 

返済額の詳細表示画

面を参照できます。 

 

①和解書（分割支払い）    ⑧和解書（過払金・立替払債務相殺型） 

②和解書（過払金返還型）    ⑨債務弁済契約書（分割） 

③和解書（一時払型（損害金条項なし））  ⑩債務弁済契約書（一括） 

④和解書（分割払型（保証人条項付き）） 

⑤和解書（分割払型（元金・損害金別の条項付き）） 

⑥和解書（分割払型（根抵当抹消条項付き）） 

⑦和解書（債務不存在型） 
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(H).返済予定データ出力 

 
 

 

 

返済予定データを作成し右のダイアログが

表示されます。 
 

「はい」を押した場合、返済期間のデータが

生成されます。初期画面のｶﾚﾝﾀﾞｰに返

済期日が表示され、返済期日の１０日前

より[入力処理＆印刷]ボタンを押した時

にメッセージが表示されるようになりま

す。 

「いいえ」を押した場合、返済期間分のデ

ータは生成されますが、ｶﾚﾝﾀﾞｰにセット

はされません。 

「キャンセル」を押した場合、返済期間分の

データは生成されません。 
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(6)．過払金返還請求 

 
 

 
 

[↑]キー・[↓]キー 

債権者を選択（反転している）した状態で、左に表示されてい

る上下ボタンを押すと、[上へ]を押した時は選択データは上に

移動、[下へ]を押した時は下に移動します。 

キーボードの「↑」キーを押すと、ひとつ上のデータが選択デ

ータになり、「↓」キーを押すと、ひとつ下のデータが選択デー

タになります。 

 

 

 

[任意整理]の引直計算入力ウイザードを参照願います。 

 

 

①過払金返還請求書 

②通知書 

③訴状 

④和解書 
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(7)．任意のＷｏｒｄ文書の管理 

 

任意のＷｏｒｄ文書を、現在処理中の

申立人と関連付けて管理することが

できます。 

【PATH】 

文書のある場所 

【ファイル名】 

文書の実際のファイル名。 

 

文書を選択後、[Word 起動]ボタンを

押すとＷｏｒｄ文書を表示します。 

変更・印刷が可能です。 

 

 
 

 

[追加]ボタンをクリックして管理

対象のＷｏｒｄ文書を選択します。 

 

[開く]ボタンのクリックで Word 文

書情報画面が表示されます。 

 

 

【文書名】 

任意の分かりや

すい名称を入力

します。 

 



債務整理支援システム 
メインメニュー 

日本アイ・エム・シー株式会社 

85 

  

(8)．進捗状況管理入力 

 
債務整理支援システムにおいて進捗管理を必要とする場合には、ここで入力を行います。 

管理対象とする場合は、項目の前のチェックボックスにチェックを入れます。チェックをすると[日付入

力]ボタンが有効になりますので、ボタンを押して開いたカレンダーで期日の入力を行います。詳細入力

項目のあるデータに関しては、日付入力を行った時点で[詳細入力]ボタンが有効になります。※期日警

告管理が不要な場合は、詳細入力の必要はありません。カレンダーには入力した期日にその項目名が

セットされます。 
 

※期日警告管理とは、期日のｎ日前になると、期日到来データをリストアップし表示する機能です。ｎ日

前はデータ個別ごとに設定ができます。 
 

[詳細入力]ボタンを押すと詳細入力画面が開きます。 
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項目名は任意の名称が登録できます。 

 

[警告表示]をする場合は、「する」をチェックし、その期

日までの期間を入力します。 

[確認済み]がチェックされるまで、警告期間中は、再生

計画シミュレーションを処理するたびにダイアログ画面

が表示されます。 

 

[確認済み]のチェックは、カレンダー画面でも処理をす

ることができます。 
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９．カレンダー  

 
 

初期画面の、「カレンダー」ボタンを押すとカレンダー画面が表示されます。 

日付部分をクリックするとその日のデータが、画面左の「返済期日到達リスト」及び「期日到達リスト」にセ

ットされます。 
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カレンダーにセットされるデータの生成について 

(1)返済期日が到達するデータは、[任意整理]の

[返済予定データ出力]画面の、[返済予定デー

タ出力]ボタンを押したときに表示される右の画

面で、 

「はい」を押した場合、「返済開始年月」「返済日」

を元に、返済期間分のデータが生成されます。

返済期日の 10 日前より[入力処理＆印刷]ボタ

ンを押した時にメッセージが表示されるようにな

ります。 

「いいえ」を押した場合、返済期間分のデータは生

成されますが、ｶﾚﾝﾀﾞｰにセットはされません。 

「キャンセル」を押した場合、返済期間分のデータ

は生成されません。  
 

(2)期日（管理）が到達するデータは、[進捗状況管

理入力]で入力したデータが表示されます。 

 

 

 
 

返済期日が到達するデータの処理 

 
返済期日到来リストの任意の申立人デ

ータをクリックすると[振込一覧表]画面

が表示されます。 

 
この画面からファームバンキング用テキストデータの出

力ができます。 
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管理期日が到達するデータの処理 

 

[未確認]データを[確認済み]としたり、[確認済み]を取り消す処理

がここでも行えます。 

 

 

ボタンの説明 

 当月に移動 

 翌月に移動 

 前月に移動 
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10．メインメニュー 

(1)．ファイル 

(A)．データのバックアップ＆復元 
①バックアップ  

 

１）バックアップ先のディレクトリを指定しま

す 。 デ フ ォ ル ト で は 、 債 務 整理 Ｄ Ｂ

（SeiriDB）フォルダと同じ階層が設定されて

います。必要であればバックアップ先のディ

レクトリを変更します。参照ボタンを押すと

『フォルダの参照』画面が表示されるので、

その画面からフォルダを指定することもでき

ます。 

２）バックアップフォルダ名を入力します。デ

フォルトでは、「BAK＋年月日」という名前のフ

ォルダが設定されています。バックアップを

実行すると、ここで設定した名前のフォルダ

が作成され、その中にすべてのデータファイ

ルがコピーされます。 

３）圧縮ファイル(LZH 又は CAB)を作成するこ

と が で き ま す 。 こ の 処 理 を 行 う に は

UNLHA32.DLL 又は CAB32.DLL が必要です。

UNLHA32.DLL 等はフリーソフトで、インターネ

ッ ト の ダ ウン ロー ド サ イ ト （ 「 窓の杜 」

「Vector」）にて入手することができます。 

４）CAB圧縮は復元できません。 

②復元  

 

 

１）復元するバックアップフォルダには、以前

バックアップした時のフォルダを指定します。

参照ボタンを押すと『フォルダの参照』画面

が表示されるので、その画面からフォルダを

指定します。 

２）圧縮ファイルを復元する場合には、「バッ

クアップフォルダ内の・・・」にチェックをし「参

照」ボタンを押して表示された画面で圧縮フ

ァイル（LZH）を指定します。 

 

※ 注意 

復元を行うと、現在のデータベースの内容が

復元したデータに置き換えられます。必要で

あれば先に現在のデータベースの内容をバ

ックアップし、それから復元作業を行って下

さい。そうすることにより、バックアップしてお

いたデータを復元してもとの状態に戻すこと

ができます。 
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圧縮バックアップファイルでない場合 

 
 

 

[参照]ボタンをクリックして「フォルダの参照」

画面を開きます。 

 

復元するファイルがどのプログラムのバージョ

ンによるものかは、復元プログラムが自動で判

断します。 

 

 

 

フォルダ名によってバックアップした時期が概

ね判断できます。 

①Ver.0.9.8以前に保存したデータ(復元でき

ません) 

②Ver.0.9.9以降に保存したデータ 

  Ver.3 以降は[BAK_SEIRI101215]等 

③旧バージョンのデータフォルダ（復元できま

せん） 

復元したいフォルダ②を選択(クリック)し[OK]

ボタンをクリックします。 

1 

2 

3 

このボタンをク
リック 
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圧縮バックアップファイルの場合 

 
 

 

[参照]ボタンをクリックして「ファイルを開く」画

面を開きます。 

 

復元するＬＺＨファイルはバックアップしたとき

のプログラムのバージョンによって異なります。 

 

 
 

復元対象のフォルダを選択し、[開く]ボタン

をクリックしてフォルダ内に入ります。 

 

復元対象の圧縮ファイル（拡張子が LZH）を選
択し、[開く]ボタンをクリックします。 
①Ver.0.9.8以前に保存したデータ 
 (復元できません) 
③Ver.0.9.9.0以降に保存したデータ 
・BAKSEIRIYYMMDD(YYMMDDは年月日) 
フォルダにある 
BAKSEIRIYYMMDD888.LZH(YYMMDD は年月日)
ファイルを選択してください。 

ここをチェックし「参照」ボタン
をクリック 
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[復元]ボタンをクリックして下さい。 

復元ボタンを
クリック 
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(B)．クラウドへのデータのアップロード 
クラウドサーバーへのデータアップロードは、インターネットを経由して日本アイエムシー株式会

社のサーバーにデータベースのデータを保存する機能です。この機能は外部コンピュータとデータ

を受け渡しするためプログラムがネットワーク上での通信を許可する必要があります。ファイアウォー

ルで外部との通信を制限する設定がなされている場合には、以下の警告画面が表示されますので

「アクセスを許可する」ボタンを押して下さい。 

 
 
1) アップロードのウイザードの開始 

 
FTP の接続方式は、通常は[PASV 方式]を選択して下さい。FTP クライアントソフト、又は、ルー

ターが[PASV 方式]に対応していない等が原因で、正常に処理ができない場合には、[PORT]方式

を選択して下さい。[PORT]方式を選択された場合は、[2700]番ポートを使用して通信を行います

ので、ファイアウオールで[2700]番ポートを遮断しないように設定して下さい。 
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２) アップロード種別の選択 

 
１．データベース（フォルダ） 

 債務整理支援システムで使用するデータベースフォルダの全ファイルをクラウドサーバーに保管し

ます。データは２０世代前まで時系列に保管され、任意の時点の完全なデータを復元することがで

きます。 

 パソコンの変更等でデータベースのデータを移行する場合に使用します。 

（使用例） 

①旧パソコンでこの処理を実行します。 

②新パソコンに債務整理ソフトをインストールし、旧パソコンに入力した利用者登録キーを新パソコ

ンに入力し、正常に動作することを確認します。 

③旧パソコンで解除キーの返却を行い、新パソコンで解除キーの取得を実行します。 

④新パソコンでクラウドサーバーからのデータのダウンロードウイザードを開きます。 

⑤ダウンロード種別の選択でデータベース（フォルダ）を選択し、次の画面に進むと、旧パソコン

でアップロードをしたデータが自動でリストアップされますので保存日時を確認して対象ファイル

を選択し画面の指示に従って作業を進めると復元が完了します。 

※データベースは利用者登録キー単位で管理しているため、利用者登録キーが違うパソコン間で

のデータの保存・復元はできません。 

 

２．バックアップデータ（フォルダ） 

債務整理支援システムのデーのバックアップ＆復元で作成したバックアップフォルダをクラウドサ

ーバに保管します。「BAK_SEI120810」等のフォルダです。 

 

３．任意のファイル（フォルダ） 

任意のファイル又はフォルダをクラウドサーバーに保管します。 

保管時の PATH情報も保存しますが、復元時にダウンロード先を変更することも可能です。 
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４．エラー関連のファイル 

データの破損等でデータベースの修復を必要とする場合に行います。なファイルを又はフォルダ

をクラウドサーバーに保管します。エラーの解析に必要なファイルが自動でアップロードの対象にな

ります。 

 

３) アップロードの状況（1から４共通） 

 
 [１]データベース（フォルダ）を選択した場合、アップロード対象ファイルが PATH 付きで自動的に

リストアップされます。アップロードの要否はファイル単位で変更が可能です。通常は変更する必要

はありません。前回の保存時より変更されていないファイルはアップロード対象になっていても、アッ

プロード情報のみがサーバーに記録され、ファイルのアップロードはスキップされますので高速に処

理が進みます。 
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４) アップロードするファイルの選択（２、３共通） 

 

 

[２]バックアップデー

タ（フォルダ）を選択

した場合には、フォ

ルダ名が

[BAK_SEI年月日]

形式のもののみが

処理対象です。 
 

[３]任意のファイル（フォルダ）を選択した場合は、どのようなファイル・フォルダも処理の対称

になりますが、１００MBを超えるサイズは処理できません。 

 

 

[４]エラー関連のフ

ァイルを選択した場

合は、左の画面が

表示されます。 
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５) アップロードの状況２ 

 
送信ボタンをクリックするとアップロードを開始し、進捗状況が表示されます。 

 
完了ボタンで終了します。 
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(C)．クラウドからのデータのダウンロード 
 クラウドサーバーからのデータダウンロードは、インターネットを経由して日本アイエムシー株式

会社のサーバーから保管してあるデータベースのデータを復元する機能です。 

 

1) ダウンロードのウイザードの開始 
 

この機能は有償サポ

ート契約期間中のみ

無償で利用できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２) ダウンロード種別の選択 
 

クラウドサーバーへ

のアップロードを行

われていない場合次

のダイアログが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去にアップロードを行ったデータがある場合の

み処理が可能です。 
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３) ダウンロードするファイルの選択 

 
データをクリックして選択します。 

[削除]ボタンは、選択されているデータの管理情報を削除します。世代管理が２０件までなので２０
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件を超える場合は管理ができません。保存日時が古いデータを削除する場合に行います。 

対象日時を選択すると[対象ファイル一覧]にデータの PATH 情報とファイルがリストアップされま

す。旧パソコンと新パソコンで債務整理ソフトのインストール先が違う場合は次のダイアログが表示さ

れます。 

【はい】（推奨）をクリックして下

さい。 

 

【いいえ】をクリックした場合、ダ

ウンロード後に[データベースフ

ォルダの指定]でデータベース

の場所を変更しないとダウンロ

ードをしたデータにアクセスは

できません。必要に応じてデー

タベースの場所を変更してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

対象ファイル一覧のファイルをクリックすると 

 
[ダウンロードするフォルダの変更]ボタンが表示されます。 
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[変更後のダウンロードフォルダ]に入力した文字列に、元の[ダウンロードフォルダ]の文字列が置換

されます。 
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(2).保守 
(A).債権者登録・修正 

 
債権者データの登録と修正を行います。債権者データは「会社」データと「本支店」データで構成

されています。データの選択状況によって画面上の「ボタン」の機能が変化します。 

【債権者が選択されていない場合】 

 
 

【債権者】全件表示 債権者データの全件を表示します 

【債権者】検索 債権者データの検索画面が開きます 

【債権者】新規 債権者データの新規作成ウイザード画面が開きます 

【債権者】詳細・修正 処理できません 
 

【債権者が選択されている場合（支店は未選択）】 

 
 

【支店】全件表示 選択債権者の本支店データの全件を表示します 

【支店】検索 選択債権者の本支店データの検索画面が開きます 

【支店】新規 選択債権者の本支店データの新規作成画面が開きます 

【債権者】詳細・修正 選択債権者の債権者データの修正画面が開きます 
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【債権者が選択されている場合（支店も選択）】 

 
 

【債権者】全件表示 債権者データの全件を表示します 

【債権者】検索 債権者データの検索画面が開きます 

【支店】新規 処理できません 

【支店】詳細・修正 選択本支店の本支店データの修正画面が開きます 

 

 

① 検索画面 [【債権者】又は【本支店】] 

  
会社名は一部でも一致すれば抽出対象となりま

す。「ＵＦＪ」の場合「ＵＦＪ銀行」と「ＵＦＪ信託銀行」が

抽出されます。 

本支店名は一部でも一致すれば抽出対象となり

ます。「梅田」の場合「梅田支店」と「梅田東支店」

が抽出されます。 

都道府県を指定した場合は、都道府県が一致しない場合は抽出されません。複合条件で検索す

る場合には注意が必要です。 

「クリア」ボタンのクリックで、検索条件を初期化します。 

 

 

債権者リスト又は本支店リストにデータが存在する

状態で検索を行った場合、検索結果を出力する形

態を指定します。 

「はい」 検索データのみを出力します。 

「いいえ」 検索データを追加出力します。 

 

 

 

②債権者データの新規作成ウィザード画面 
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【債権者が法人の場合】 【債権者が個人の場合】 

 
 債権者(法人)の入力を行います。 

 

※債権者が個人の債権者の場合、債権者デー

タとして【個人の債権者】という債権者が自動で

作成されます。 

 

※【個人の債権者】が一度作成されると、これ以

降に作成される個人の債権者のデータは、すべ

て【個人の債権者】で集中管理されます。 

 

 
 債権者(法人)の本支店データの入力を行いま

す。「本支店名称」及び「郵便番号」は必須入力

です。 

 
債権者(個人)の入力を行います。「債権者名

称」及び「郵便番号」は必須入力です。 

 

  
入力した内容で正しければ「完了」ボタンを押します。債権者ＤＢに入力したデータが登録されま

す。 

 

※銀行コードが入力されている場合、債権者の振込先銀行の入力時に、この債権者マスタの

名称が、振込先金融機関名欄に表示されます。未入力の場合、全銀協マスタの名称が、振込

先金融機関名欄に表示されます。 

（例）銀行コードが入力されている場合 

     債権者マスタの名称[三菱東京ＵＦＪ銀行]「上本町支店」を表示 

   銀行コードが入力されていない場合 

     全銀協マスタの名称[三菱東京ＵＦＪ]「上本町」を表示 
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③本支店データの新規入力画面 

 

 

 債権者の本支店(法人)データ

又は債権者(個人)の入力を行いま

す。「名称」及び「郵便番号」は必

須入力です。 

 

会社登録で[銀行コード]が入力さ

れている場合、[銀行支店コード]

入力欄が表示されます。 

 

④ファイル-【債権者】リストより除外 

債権者リストで選択されているデータを「債権者リスト」より除外します。リストに表示されないように

するだけで、債権者ＤＢよりデータが削除されることはありません。 

 

⑤ファイル-【本支店】リストより除外 

本支店リストで選択されているデータを「本支店リスト」より除外します。リストに表示されないように

するだけで、債権者ＤＢよりデータが削除されることはありません。 

 

⑥ファイル-【債権者】削除 

債権者リストで選択されているデータを債権者ＤＢより削除します。削除されるデータは「債権者

データ」及びその債権者の「本支店データ」の全てです。データは物理的に削除されますので、こ

の処理を行うと元に戻すことはできません。 

 

⑦ファイル-【本支店】削除 

本支店リストで選択されているデータを債権者ＤＢより削除します。データは物理的に削除されま

すので、この処理を行うと元に戻すことはできません。 

 

⑧ファイル-債権者データの更新 

 

 

[ヘルプ-債権者ＤＢの一括ダウンロード]

又は、再生ソフトのホームページより[債権

者ＤＢのダウンロード]でダウンロード後、こ

の処理を実行して債権者ＤＢを取り込みま

す。 

 「データチェック」を実行すると、追加更新

されるデータ件数が表示されますので、件

数を確認後、「更新開始」ボタンを押しま

す。 

 

(4)ヘルプの(H)債権者ＤＢの一括ダウンロードに関連する情報があります。 
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⑨ファイル-インポート 

【債権者データ】のインポート 

 

[債権者データの保守]画面で

【債権者】が選択されずに、「イン

ポート」画面が開かれた場合、イ

ンポートの処理は、【債権者デー

タ】のインポートとして実行されま

す。 

 

「参照」ボタンをクリックし、開

いた画面でインポート対象のファ

イルを指定します。拡張子が

[TXT][CSV]のカンマ区切りテキ

ストがインポート可能です。 

 

 

 インポートが正しく行われるよう

に、カラムの内容を項目名と合

わせます。「住所」項目がふたつ

以上になっている場合は、デー

タを継続して扱うように指定しま

す。 

(例)[大阪市中央区,南船場 1-2]

の場合、「２」と指定すると、1 行

のデータとして取り扱います。 

 

債権者データのインポートでは、「債権者データ」と「本店データ」が生成されます。 

 

【本支店データ】のインポート 

 

[債権者データの保守]画

面で【債権者】が選択され

た状態で「インポート」画面

が開かれた場合、インポー

トの処理は、【本支店デー

タ】のインポートとして実行

されます。 

 

「参照」ボタンをクリック

し、開いた画面でインポート

対象のファイルを指定しま

す。拡張子が [TXT][CSV]

のカンマ区切りテキストがイ

ンポート可能です。 
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 インポートが正しく行われるよう

に、カラムの内容を項目名と合

わせます。「住所」項目がふたつ

以上になっている場合は、デー

タを継続して扱うように指定しま

す。 

(例)[大阪市中央区,南船場 1-2]

の場合、「２」と指定すると、1 行

のデータとして取り扱います。 

 

インポート時に支店名より削除する文字列 

本支店データのインポートで名称に会社名が含まれている場合、会社名等の文字列を削除しま

す。 

（例）1.愛知銀行赤池支店 

2.愛知銀行荒尾支店 

のデータの場合「愛知銀行」を入力するとインポート時に「愛知銀行」を除外し 

1.赤池支店 

2.荒尾支店 

のデータをインポートします。 

 

 

(B)．債権者住所の一括変換 

 

 

市町村の合併等でその名称に変更があっ

た場合、債権者ＤＢに登録されている債権

者の住所を変換します。 

 

債権者登録・修正でも変更をすることはで

きますが、こちらの変更は、「都道府県＋旧

住所」で検索した住所データを、 

「旧住所→新住所」に一括変換します。 
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(C).タックシール印字位置の設定 

 

 

印刷帳票に

出力する場合の

出力位置の微

調整を行いま

す。 

「項目印刷」ボタ

ンは、設定され

た帳票の座標

等を一覧形式

（Ａ４用紙）で出

力します。 

 

  
ここで、項目の「出力位置」「サイズ」「フォント」の設定を行います。 

 

各項目をクリックす

ることにより、左の入

力画面が表示され

ます。 

 

 

「テスト印字」ボタン

を押すと、左の入力

画面が表示されま

す。 

テスト印字を行った後、用紙全体を上下左右に０.１ｍｍ単位で移動させることにより、最適の位

置を設定して下さい。左もしくは上に移動させる場合は、マイナスで入力して下さい。 

項目名の横に赤丸印が表示されている項目は印字対象になっている項目です。また、項目名

の横に×印が表示されている項目（Ｘ座標及びＹ座標がゼロで表現されている）は印字対象の

項目ではなく、印刷用紙の形式を設定します。タックシール印刷においては、１枚のページにあ

るラベルの行数を設定します。 
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(D).日付入力方式の設定 
 

 

 

入力方式には、 

カレンダー入力方式と

キーボード入力方式

があります。 

 

入力方式のいずれか

を選択し、「ﾃｽﾄ表示」

ボタンをクリックすると、

下の「カレンダー」又は

「和暦（西暦）入力」の

ダイアログ画面が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

カレンダー入力の「前回入力

値の翌月を表示」は、前回に

入力した時の「翌月」のカレン

ダーが表示されますので、連

続した期間の入力に利用しま

す。また、「常に本日を表示」

は、常に当月のカレンダーが

開きますので、本日より何年前

という入力に利用します。 

 

 

 

 
キーボード入力は、キーボードで直接数字を入力する場合に利用し、和暦（元号ＹＹＭＭＤＤ）ま

たは西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）入力を選択することができます。 
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(E).データベースフォルダの指定 

 
データベースフォルダを他のドライブ(ローカルディスク)に移

動される場合は「\imc」フォルダ以下のサブフォルダの階層が必

要です。 

「\imc\Seiri\SeiriDB」債務整理単独データが、 

「\imc\AreaDB」に他システムとの共用データがあります。 

上記が理解できない場合は、ドライブの変更はしないで下さい。 

 この処理は①ＬＡＮの環境下で

データを他のパソコンと共有する

場合と、②何らかの理由でデータ

ベースへのＰＡＴＨ情報が不整合

になった場合に行います。 

①ＬＡＮで利用する場合 

1.他のｺﾝﾋﾟｭｰﾀを選択 

2.「コンピュータ」又は「ネットワ

ーク」上にある債務整理ＤＢの

フォルダを指定します。指定し

たフォルダに債務整理ＤＢがあ

る場合には、「登録」ボタンが

有効になります。通常の場合、

債務整理ＤＢは下記のフォル

ダにあります。 
N:\ProgramData\imc\Seiri\SeiriDB 
 

[N:]は、債務整理ソフトがインスト

ールされているドライブです。 

 

 

 

 

※ＬＡＮで利用する場合は、サー

バ機・クライアント機、共にライセン

スが必要です。 

 

②ＰＡＴＨの修復する場合 

1.他のｺﾝﾋﾟｭｰﾀを選択 

2.コンピュータを展開する。 

3.下記に PATHを設定する 

【SeiriDB】の場所 
N:¥ProgramData¥imc¥Seiri¥SeiriDB 

 

 

※ コンピュータの「ツール」にある「ネ
ットワークドライブの割り当て」で

共有フォルダを自分自身のパソコ

ンのドライブに割り当てるのが良

いと思います。 

※ １２運用上の参考事項に、サーバ
ーパソコンでの[共有フォルダの

設定方法]、クライアントパソコンで

の[データベースフォルダの指定

方法]の説明がありますので参照

して下さい。 
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(F).環境設定 

 
 

【処理方法】タブ 

[日付は「西暦」で印字する。] 

  すべての帳票に適用されます。 

[ＩＭＣ外字ファイルを使用しない] 

※ユーザー定義外字ファイルを使用する

場合はチェックして下さい。 

[返済管理予定要否の選択ダイヤログを

表示する] 

任意整理の返済管理予定データ出力画

面で機能します。 

[プログラムアップデート確認ダイアログを表

示しない] 

チェックをすると、起動時に自動実行

される最新版のプログラムの有無を確

認しません。 

[プロキシサーバーの設定] 

インターネットの接続にプロキシサーバ

ーを利用している場合はチェックをし

てプロキシの URL(IPアドレスも可)と使

用するポート番号を入力して下さい。 

 
 

【印刷】タブ 

[タックシール印刷の設定] 

 ビットマップイメージの印刷機能を持たない

プリンタでタックシールを印字する場合に

は、「バーコードの印刷はしない」を選択して

下さい。 
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(G).申立人代理人等の属性入力 

 

申立代理人情報はすべての申立に共通です。入力内容の変更は可能ですが、既入力のすべての申

立データの【申立代理人等の属性】に反映します。 
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(3)．ツール 

(A).引直計算 

 
 

①推定計算 [現在残・月返済額・当初借入より、返済履歴を推計] 

【業者計算】 

 

【引直計算】 

 

当初借入・利率・毎月返済額・現在残高・約定返済日・計算基準日を入力し、過去の返済履歴を

推計します。「引直計算」をクリックすると、法定利率で利息計算を行い画面に表示します。この処

理のデータは保存できません。 

『計算基準日』 現在残高時点の日付を入力します。 

『休日の設定』 休日とする曜日を設定します。休日には返済できません。 

[土曜・日曜・祭日][日曜・祭日]を選択した場合は、『休日処理』で指定した営業日を返済日とし

て利息計算を行います。 

[休日設定なし]を選択した場合は、約定返済日で利息計算を行います。 

『休日処理』 翌営業日・または前営業日。 

「印刷」ボタンのクリックで計算書を印字することができます。印刷の内容は開いている返済リストに
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よります。【業者計算】画面を開いているときは[約定利率]で計算した計算書が印刷され、【引直計

算】画面を開いているときは[利息制限法所定の制限金利]で計算した計算書が印刷されます。「プ

レビュー」ボタンでは、印刷前に印刷内容をプレビュー画面で確認できます。 

【業者計算】画面で、変更したい行をクリックすると、「データの変更」ダイアログ画面が開きます。

[取引日][借入額][返済額][利率]でデータを変更後、「変更」ボタンをクリックすると変更が反映さ

れます。 

 
 

②推定計算【日掛】[現在残・日返済額・当初借入より、返済履歴を推計] 

当初借入・利率・毎日返済額・現在残高・約定返済日・計算基準日を入力し、過去の返済履歴を

推計します。「引直計算」をクリックすると、法定利率で利息計算を行い画面に表示します。この処

理のデータは保存できません。 

『休日の設定』 休日とする曜日を設定します。休日には返済できません。 

 

③繰り返し借りる [現在残・月返済額・当初借入日より、返済履歴を推計] 

当初借入・利率・毎月返済額・現在残高・約定返済日・当初借入日・計算基準日を入力し、過去の

返済履歴を推計します。「引直計算」をクリックすると、法定利率で利息計算を行い画面に表示しま

す。この処理のデータは保存できません。 

『融資単位』は繰り返し借入をする場合の融資単位で、千円単位または万円単位を選択できま

す。 

 

④返済入力 [当初借入日・返済実績を入力し、残債務を計算する] 

『入力方法』を選択し、「途中借入・返済入力」ボタンをクリックすると対応した入力画面が開きま

す。 

【個別入力】 

 
【個別入力】は 1行ごとに入力します。 

【一覧入力】は、「Enter」キーで入力を確定し

ます。また項目間移動も「Enter」キーの押下で

行います。 

[当初借入日変更]ボタンは、当初借入日を変

更するときに利用します。返済入力画面で借

入日を変更すると表にセットされている返却デ

ータがリセットされます。 

【一覧入力】 

 

 

[利率一括変更]ボタンは、入力済みデータ

の、任意の行以降の利率を変更する場合に

利用します。 
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「新規」ボタンは、名前を付けてデータを保存したい場合にクリックします。ボタンをクリックすると保

存名称を入力するダイアログ画面が開きます。 

 

 

 

名称欄には「債務者名」と「業者名」がデフ

ォルト表示されます。保存名称は任意に変

更することができます。 

 

「復元」ボタンは、以前に名前を付けて保存したデータを表示したい場合にクリックします。 

 

 

[復元]又は[削除]を

したいデータをクリッ

クして選択します。

各ボタンが有効にな

りますので、処理し

たいボタンをクリック

します。 

 

 

「上書」ボタンは、復元したデータを変更後、同一の名称でデータを保存します。 

 

⑤返済計画修正型 [当初借入日・月返済額より返済計画を計算し修正する] 

当初借入・利率・毎月返済額・約定返済日・当初借入日・計算基準日を入力し、当初借入日より計

算基準日までの、過去の返済履歴を推計します。「引直計算」をクリックすると、法定利率で利息計

算を行い画面に表示します。この処理のデータは保存できません。 

【業者計算】画面で、変更したい行をクリックすると、「データの変更」ダイアログ画面が開きます。

[取引日][借入額][返済額][利率]でデータを変更後、「変更」ボタンをクリックすると変更が反映さ

れます。 
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(B).引直計算ウイザード 
 

 

 
 

①初期画面 

 

・[新規]作成→②へ 

・[参照]入力済データの参照→⑨へ 

・[変更]入力済データの計算条件の変更→②

へ 

・[削除]入力済データの削除 

 

※データは最終画面の[完了]ボタンで保存され

ます。データ入力の途中で終了される場合にも

最終画面の[完了]ボタンを押して終了して下さ

い。[閉じる][キャンセル]ボタンの押下では、デ

ータは保存されません。 

 

②債権者及び債務者の入力 

 

・債権者名 

・債務者名 

・備考 

 

 

 

③計算開始日の入力 

 

・計算開始年月日 

※ 未入力の場合は、借入・返済履歴入力の最

初の取引日から計算します。 

未入力の場合は⑤へ 

入力ありの場合は④へ 

 

借入当初から入力する場合、最初の借入を「履

歴入力」で行いますので、計算開始日の入力

は不要です。 

 

 

④計算開始時点借入残高の入力 

 

・計算開始時点の残高 

・引直利率適用基準借入 

 

途中の残高より引直計算を行う場合、適用され

る金利を判断する借入金額の入力を行いま

す。10 万円未満・・・20%、100 万円以上・・・

15%、以外 18%で計算されます。 
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⑤借入基本データの入力 

 

・利率 

・利息計算方式 

・過払金の利率 

・過払いが発生した場合の返還請求金額の計

算方法 

 

 

⑥借入・返済履歴の入力 

 

・1 件目を入力する場合は、1 行目の年月日セ

ルをクリックすると入力が可能になります。 

・利率は⑤で入力したものが自動セットされます 

 

[利率一括変更] 

[返済データ一括生成] 

 

 

⑦利率の一括変換 

 

入力済データの利率は個別に変更することも可

能ですが、一括変更もできます。 

 

⑧推定返済データ一括生成 

 

・１件目の返済日は、[休日の設定]に係わらず

入力日付になります。 

・最終約定返済日は、[休日の設定]がある場合

は調整されます。 

 

[休日の設定] 

 １．休日設定なし 

 ２．土曜・日曜・祭日 

 ３．日曜・祭日 

 

[休日処理]（休日の設定が 2,3の場合） 

 １．翌営業日 

 ２．前営業日 
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⑨業者計算の表示 

 

 

 

⑩引直計算の表示 

 
利息の計算書を印刷します。 

 
利息の計算書の印刷イメージを表示します。 

※データ数が多い場合は、記憶域不足で処理

ができないケースがあります。その場合は[印刷]

で処理をして下さい。 

 
データを保存して処理を終了します。 

 

⑪計算の印刷（指示ダイヤログ画面） 

 

[印刷範囲]を指定します。 

・すべて 

・ページ指定 

 

⑫計算の印刷プレビュー 
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(4)．ヘルプ 

(A).目次 
本システムに関するアプリケーションのヘルプファイルの目次を表示します。 

  

(B).利用者登録処理 

 
 

この画面で利用者（ユーザー）の登録処理を行います。『利用者名』『登録キー』を入力して「登

録」ボタンを押して下さい。正常に登録処理が行われるとその旨のメッセージが表示されます。 

１）本システムは、未登録（試用版）の場合、各画面に「サンプル版」と表示されますが、ソフト上の

機能的な制限は特にはありません。ただし、印刷時にサンプル版である旨の内容が印字され

ます。 

２）正規ユーザー（利用者）登録をしていただきますと、当社より『利用者名』及び『利用者登録キ

ー』を連絡いたしますので、『利用者登録』の処理を行って下さい。制限が解除されます。 

３）正規ユーザーの方には、マイナーアップデートを無償にて提供いたします。ただし、毎年４月

にリリースするバージョンアップの場合は、有償となり優待価格にてご利用いただけます（有償

サポート契約のあるユーザーの方は、すべてのバージョンアップに対して無償提供となりま

す）。 

※ ソフトの譲渡による登録者名の変更はできません。 

※ 重要 

１）利用者登録を行って正規ユーザーとなった場合に、１ヶ月間以上が経過すると不正使用

防止のためのプログラムが自動的に起動します。これは、アプリケーションの不正使用を

防止するために行っており、「債務整理支援システム」の起動時にダイアログにて案内さ

れます。この案内が表示された場合は、１ヶ月間の猶予期間を経過した後、アプリケーシ

ョンが使用できなくなります。この案内が表示されている期間、もしくは、1 ヶ月が経過して

使用できなくなった場合は、即時に[解除キーの取得]を実行するか、画面の内容をＦＡＸ

もしくはメールで弊社まで連絡して下さい。折り返し、解除キーを連絡致します。 

２）パソコンの買い替え及び Windowsの変更、コンピュータ名の変更、または Windows の

リカバリーでプロダクトコードが変更されたことによる「解除キー」の再発行は有償になりま

す。プロダクトコードが変更されない限り解除キーが変更になることはありません。リカバリ

ー時にはプロダクトコードの入力に注意して行って下さい。 



債務整理支援システム 
メインメニュー 

日本アイ・エム・シー株式会社 

121 

  

(C).解除キーの取得 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのサーバーより解除キーの取得を行います。解除

キーは所有ライセンス数まで発行されます。「ＯＫ」ボタンを押すと解除キーがパソコンにセットさ

れます。 

 

※ウイルス対策ソフトのセキュリ

ティの設定によっては、この処理が行え

ない場合があります。その場合には、メ

ール又はＦＡＸで解除キーの入手を行っ

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

(D).解除キーの返却 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのサーバーへ解除キーの返却を行います。パソ

コンの買い替えをされる場合には、事前に「解除キーの返却」を行うと、新しいパソコンで「解除キ

ーの取得」が可能です。「解除キーの返却」を行ったパソコンでは、使用許諾契約違反になります

ので継続使用を行わないで下さい。 

 

※ウイルス対策ソフトのセキュリ

ティの設定によっては、この処理が行え

ない場合があります。その場合には、有

償での解除キー再発行になりますので

ご了承願います。 

 

 

 

 

 

(E).登録内容の変更 
このメニューを実行するには、インターネットに接続されている必要があります。 
債務整理支援システムの利用者登録情報（住所・電話番号・所属事務所名・メールアドレス等）

に関する変更が発生した場合はこのメニューを実行して下さい。債務整理ソフトのサポートログイ

ン画面が表示されますので、メールアドレスを入力し、ログインを行って下さい。変更内容をを記

入し送信して下さい。 

この画面では、利用者登録情報の参照のほか、利用者登録キー・解除キーの取得状況等の確

認が行えます。 

 

(F).債務整理ソフトのお問い合わせ 
このメニューを実行するには、インターネットに接続されている必要があります。 
債務整理支援システムに関する質問・要望等を、日本アイエムシー株式会社のサポート担当

に連絡する場合にこのメニューを実行して下さい。債務整理ソフトのサポートログイン画面が表示

されますので、メールアドレスを入力し、ログインを行って下さい。お問い合わせ内容を記入し送

信して下さい。 
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(G). 解除キー再発行(有償)申し込み 
このメニューを実行するには、インターネットに接続されている必要があります。 
債務整理支援システムの解除キーを返却せずにパソコンの廃棄を行ったために、新しいパソコ

ンで解除キーの取得ができない場合にはこのメニューを実行して下さい。債務整理ソフトのサポ

ートログイン画面が表示されますので、メールアドレスを入力し、ログインを行って下さい。複数の

ライセンスを保有されている場合は、解除キーの再発行が必要な利用者登録キーのパソコンをリ

ストより選択し、[解除キー再発行]をクリックし、確認画面で申し込み内容を確認後送信して下さ

い。 

 

(H)．年間使用ライセンス契約申し込み 
このメニューを実行するには、インターネットに接続されている必要があります。 
契約期間の有効期限の１ヶ月前からこのメニューが表示されます。このメニューを実行すると債

務整理ソフトのサポートサイトに自動ログインし年間使用ライセンス契約申し込みのボタンがある

画面が表示されます。有効期限までに年間使用ライセンス契約を申し込まれなかった場合には、

猶予期間の 1 ヶ月後に債務整理ソフトは動作しなくなります。 

 

(I)．債務整理ソフトのホームページ 
このメニューを実行するには、インターネットに接続されている必要があります。 
債務整理支援システムの「債務整理Ｑ＆A」のページにリンクされています。 

 

(J).プログラム等のアップデート 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより現在時点での最新の「債務整

理支援システム」のプログラムのダウンロードを行います。ダウンロード可能なプログラムは同一の

バージョンのアプリケーションです。 

 
※このダウンロードでは、更新があった全てのファイルが処

理されます。 

サーバーに最新プログラムが存在

する場合、[アップデート実行]ボタ

ンが有効になります。ボタンを押し

てアップデートを行って下さい。 

※プロキシサーバー経由でインタ

ーネットに接続している場合、[環

境設定]の[処理方法]タブの[プロ

キシサーバーの設定]にプロキシ

の情報を入力して下さい。 

 

ダウンロードが完了すると、最新

版のプログラムが自動的に起動し

ます。 

 

 

アップデート要否の自動確認機能について 

 

本システムでは、プログラムの起動時にサーバーに対して最新プログラム・郵便番号辞書デ

ータベース及びアップデートされたテンプレート文書の有無を確認し、アップデートの要否を表

示する機能があります。アップデートが必要な場合は次の画面が表示されます。 
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[はい]をクリックすると、アップデートダイア

ログ画面（上の画面）が表示されます。 

 

[キャンセル]をクリックすると本日のアップ

デート処理は実行されません。 

※重要 

自動確認機能では２３１０番ポートを使用して、サーバーと通信を行っています。ファイアウオー

ルで外部との通信を遮断する設定をされている場合には自動確認機能を利用することはできま

せん。自動確認機能を利用される場合は、ファイアウオールで２３１０番ポートの通信を許可する

設定を行って下さい。詳しくは債務整理支援システムのサポートページの「債務整理 Q＆A」に

記載がありますので参照願います。 

 

 

(K).プログラム等のアップデート要否の確認を行う 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより現在時点での最新の「債務整

理支援システム」及び郵便番号データベースの有無を確認します。 

  

(L).更新履歴参照 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより債務整理ソフトの

更新履歴を確認します。 
 

(M).債権者ＤＢの差分ダウンロード 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより追加修正された「債権者ＤＢ」

をダウンロードします。ダウンロード後自動的に更新処理が実行されます。アップデートは不定期

に行い、追加されるデータは累積しての提供は行いません。「最新のデータはありません」と表示

されるまで処理を行うと最新分までが適用されたことになります。有償サポート契約を結んでいな

い場合は、このサービスを受けることはできません。 

 

 
ダウンロードが完了すると上のダイアログ画面が表示され

ます。「更新開始」ボタンを押すと債権者 DB を更新しま

す。追加・更新された債権者はホームページの「更新履

歴」又は、アップデート CD の「更新債権者データ参照」で

確認ができます。 

※ＬＡＮを経由して複数のパソコンよりサーバ機のデータを共有して利用されている場合、い

ずれのパソコンでこの処理を行っても処理は行えます。サーバ機のドライブは「Ｃ」ドライブ以外で

も正しく処理が行えます。ただし、データベースの更新処理を行いますので、この処理を行って

いる間は他のパソコンは利用しないで下さい。データベースの共有違反で更新が正しく行われ

ません。最悪の場合はデータが破壊される場合があります。 
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(N).債権者ＤＢ更新管理カウントの初期化 
債権者データベースの差分更新は更新履歴の管理を行っています。「データのバックア

ップ＆復元」で過去のデータベースを復元した場合、債権者データベースの差分更新の管

理位置を戻すことによって未適用を更新を可能にします。 

 

 

(O). 機能説明書ダウンロード 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより PDF 形式の提供可能な「機

能説明書」のダウンロードを利用できます。 

 

 

(P).債権者ＤＢの一括ダウンロード 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより毎年４月時点での最新の「債

権者ＤＢ」をダウンロードします。ダウンロード後、「債権者登録・修正」のメニューの「ファイル」に

ある【債権者データの更新】を実行して下さい。有償サポート契約を結んでいない場合は、このサ

ービスを受けることはできません。 

この処理は、何らかの理由で債権者ＤＢのデータがなくなった場合に行う処理です。通常は必

要ありません。 

※10.メインメニュー（２）保守の(A)債権者登録・修正の⑧ファイルｰ債権者データの更新に関連し

た説明があります。 

 

 

(Q).外字データのダウンロード 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより「外字データ」をダウンロード

します。氏名の入力で外字文字が表示されない場合に行って下さい。自動的に更新処理が実行

されます。有償サポート契約を結んでいない場合は、このサービスを受けることはできません。 

 

 

(R).文書テンプレートファイルのダウンロード 
インターネットを経由して、日本アイエムシーのホームページより「文書テンプレートファイル」を

ダウンロードします。Ｗｏｒｄ文書の出力時に[imc.dotx]ファイルが読み込めないというメッセージ

が表示された場合に行って下さい。有償サポート契約を結んでいない場合は、このサービスを受

けることはできません。 

 

 

(S).電卓の起動 
Ｗｉｎｄｏｗｓの電卓を起動します。 
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(T).郵便番号変換支援ツールの使い方について 

 
 

郵便番号が分かっている場合は、郵便番号入力欄に番号を入力しエンターキーを押すと住所が

セットされますが、住所は分かっているが、郵便番号が不明な場合、あるいは、曖昧な郵便番号か

ら住所を探したい場合の処理を手助けするツールの使い方をデモンストレーションします。 

 

 

(U).バージョン情報 

 

ソフトのバージョンを確認できます。 

 

【利用者名】 

利用者登録で入力されたものを表示し

ています。 

 

【登録日付】 

プログラムを初めて起動した日付がセ

ットされます。 

 

【登録キー】 

999999#9999%9 

「#」の前のコードは同一利用者で共通

です。後ろのコードはパソコンごとに固

有のコードです。同一キーが存在する場

合、解除キーは最初に要求したパソコン

のみに発行されます。 

登録キーは購入時に配布されます。 

 

【解除キー】 

パソコンごとに固有のコードです。 

インストール後、30日以内に、継続使用

をしているパソコンで取得して下さい。

（「解除キーの取得」を実行） 

 

 

【接続状況】 

PC NAME は債務整理ソフトで解除キーを取得しているコンピュータが表示されます。 
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C/S は運用形態です。区分が「C」のパソコンはデータベース管理機能を持たないク

ライアントパソコンです 

Version はプログラムのバージョンです。このバージョンがリストアップされている

全てのパソコンで同一でなければ正常に動作しない場合があります。 

 
[利用者登録情報の抹消]ボタン 

複数ライセンスを所有されているユーザーの方で、複数のパソコンに同一の利用者登録

キーを入力された場合、「解除キーの取得」が最初の 1台しかできなくなります。利用者

登録キーはパソコンごとに固有のものを入力する必要があります。 

一度入力した利用者登録情報は、変更をすることができませんので、このボタンを押し

て利用者登録情報を抹消後、再度利用者登録をして下さい。 
 
[解除キーの抹消]ボタン 

解除キーを返却したパソコンで継続使用をして「不正使用防止プロテクト」がセットさ

れた場合等で債務整理ソフトが使用できなくなったが、何らかの理由で、以前に解除キ

ーを返却したパソコンで「解除キーの再取得」が必要になった場合等に、[解除キーの抹

消]を行って解除キーの再取得を可能にします。通常は押す状況は発生しません。このボ

タンを押す作業は、当社の債務整理ソフトのサポート担当者の指示で行って下さい。 
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使用許諾契約書 

 

 

11.ファームバンキング用テキストファイル出力 
本システムには、全銀協フォーマットのファームバンキング用テキストファイルを出力する機能がありま

す。 

 

ファームバンキングの詳細に関しては金融機関等にお問い合わせください。 

ファームバンキング用テキストファイルを金融機関に送信するには、専用の通信端末や送信用のソフト

ウエアが必要です。ファイルの送信方法や出力形式などの詳細については取引先金融機関にお問い

合わせください。 

 

ファームバンキング用テキストファイルを出力するには、事前に依頼人情報や振込先口座情報などを

設定しておく必要があります。 

 

１）依頼人情報の入力 

 

出力時のデータチェック 

 

入力項目が設定されていない場合

や、半角文字で入力されていない

場合は、ファームバンキング用テキ

ストファイルの出力時にエラーメッセ

ージが表示され出力は中止されま

す。エラーメッセージの内容に従っ

てこの画面で再度入力を行ってくだ

さい。 

 

振込手数料の算出計算の基準額

は「３万円 or５万円」の選択が可能

です。 

上記画面は、 [申立人一覧]で対象者を選択し、[債務者修正]ボタンを押して表示される画面の[振込口

座等]ボタンを押すと表示されます。 
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２）振込先口座情報の入力 

ファームバンキング用出力データは、[債権者【一般用】データ入力]の画面で対象者を選択し、[詳細入

力]ボタンを押して表示される画面で入力できます。 

 

出力時のデータチェック 

 

入力項目が設定されていない場

合や、半角文字で入力されてい

ない場合は、ファームバンキング

用テキストファイルの出力時にエ

ラーメッセージが表示されます。

エラーメッセージが表示されたデ

ータを対象外にして出力する

か、中止するかを選択できます。

必要な場合は、エラーメッセージ

の内容に従ってこの画面で再度

入力を行ってください。 

 

[払込金融機関名]が未入力の場

合、払込先金融機関コード・支店

コードを入力すると銀行名・支店

名が転記されます。 

 

 

 

３）ファームバンキング用テキストファイルの出力 

 

初期画面のカレンダーで処理対象と

する日付をクリックすると、管理対象

一覧画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

処理対象
日をクリッ
ク 
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[返済日到達リスト]にデータが表示されますので、処理対象のデータをク

リックしてください。振込一覧表画面が表示されます。 

 

※返済期日管理を有効にしていると指定日数前にダイアログ画面が表示

されます。 

 

 

[全銀協ファイル出力]ボタンをクリック

してください。 

 

 

 

ファイル名及び出力先は[変更] ボタ

ンで任意の内容に変更ができます。 

 

レコード長や、レコード区切り、データ

のEOFの有無を指定できます。詳細

は取引先金融機関に設定内容を確

認してください。 
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12.出力帳票一覧 
◎＝開発完了  ○＝一部完了  △＝開発中 
破産 

地裁名 申立書 陳述書 財産目録 債権者一覧 租税滞納一覧 家計収支表 

大阪 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

東京 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

新潟 ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 

富山 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

函館 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

釧路 ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 

長野 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

大分 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

津 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

那覇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

金沢 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

福井 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

埼玉 ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 

鹿児島 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

静岡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

水戸 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

横浜 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

神戸 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

熊本 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

広島 ◎ ◎ ◎ ◎   

山口 ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 

宇都宮 ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 

岐阜 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

盛岡 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

松山 ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 

仙台 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

徳島 ◎ ◎ ◎ ◎   

秋田 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

千葉 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

鳥取 ◎ ◎ ◎ ◎   

 

帳票名 入力画面 親画面 

破産[その他] 

標準資料一覧表 標準資料一覧表 破産・大阪地裁 

証拠書類一覧 証拠書類一覧 破産・富山地裁 

提出資料一覧表 提出資料一覧表 破産・大分地裁 

添付書類一覧表 添付書類一覧表 破産・長野地裁 

添付書類 添付書類 破産・鹿児島地裁 

添付資料チェック表 申立書チェック表 破産・神戸地裁 

添付資料 添付資料 破産・山口地裁 

債権調査に関する上申書 債権調査に関する上申書 破産・大阪地裁 

債権調査票 債権調査票全件 

債権調査票個別 

破産・債権者一覧表-印刷 
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破産[共通] 

按分弁済につき振込先のお尋ね  按分弁済のご案内 

按分弁済報告書 

破産・各地裁 

任意配当のご案内 任意配当のご案内 破産・各地裁 

回答書 任意配当のご案内 破産・各地裁 

按分弁済計算書 按分弁済計算書 破産・各地裁 

配当実施のご案内 配当実施のご案内 破産・各地裁 

按分弁済報告書 按分弁済報告書 破産・各地裁 

破産申立通知書 破産申立通知書 破産・各地裁 

配当表 按分弁済のご案内 

配当実施のご案内 

按分弁済報告書 

破産・各地裁 

振込先指定書 按分弁済のご案内 破産・各地裁 

居住証明書 居住証明書 破産・各地裁 

受理証明申請書 受理証明申請書 破産・各地裁 

確定証明申請書 確定証明申請書 破産・各地裁 

特定調停 

特定調停申立書 特定調停申立書 特定調停・東京 

紛争の要点 紛争の要点 特定調停・東京 

特定債権者の資料等 特定債権者の資料等 特定調停・東京 

関係権利者一覧表 関係権利者一覧表 特定調停・東京 

陳述書 陳述書 特定調停・東京 

資産目録 資産目録 特定調停・東京 

家計表 家計表 特定調停・東京 

特定調停申立通知書 特定調停・共通書式 特定調停 

民事執行停止決定申立書(債権差押命令の中止を求める)  特定調停・共通書式 特定調停 

民事執行停止決定申立書(不動産競売の中止を求める)  特定調停・共通書式 特定調停 

代理人辞任届 特定調停・共通書式 特定調停 

調停前の措置命令申立書(1) 特定調停・共通書式 特定調停 

調停前の措置命令申立書(2) 特定調停・共通書式 特定調停 

自庁処理申立書 特定調停・共通書式 特定調停 

任意整理 

和解提案書・分割 予定・和解提案書他 

決定・和解提案書他 

債権者ごと弁済方法の設定 

任意整理 

債務弁済契約書・和解書(分割) 和解書 和解書 

債務弁済契約書・和解書(一割) 和解書 和解書 

和解申込書(全額分割返済) 予定・和解提案書他 

決定・和解提案書他 

債権者ごと弁済方法の設定 

任意整理 

和解申込書(元本一部免除後の分割)  予定・和解提案書他 

決定・和解提案書他 

債権者ごと弁済方法の設定 

任意整理 

和解書(分割払型) 和解書 和解書 

和解書(過払金返還型) 和解書 

過払金返還請求 

和解書 

過払金返還請求 

和解書(一時払型) 和解書 和解書 

和解書(分割払型(保証人条項付き))  和解書 和解書 
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和解書(分割払型(元金・損害金別の条項付き))  和解書 和解書 

和解書(分割払型(根抵当権抹消条項付き))  和解書 和解書 

和解書(債務不存在型) 和解書 和解書 

和解書(過払金・立替払債務相殺型)  和解書 和解書 

和解結果一覧表 弁済計画案作成 

弁済計画決定入力 

交渉経過入力 

任意整理 

交渉経過一覧表 弁済計画案作成 

弁済計画決定入力 

交渉経過入力 

任意整理 

弁済計画表 弁済計画案作成 

弁済計画決定入力 

交渉経過入力 

任意整理 

過払金返還請求 

訴状（取引開示のある場合） 訴状 過払金返還請求 

訴状（取引開示のある場合） 訴状 過払金返還請求 

通知書 過払金返還請求 過払金返還請求 

和解書 過払金返還請求 過払金返還請求 

過払金返還請求書 過払金返還請求 過払金返還請求 

共通 

債務整理開始通知（貸金業者用）  債務整理開始通知（司法書士） 債権者【一般用】-印刷 

債務整理開始通知（貸金業者以外用）  債務整理開始通知（司法書士） 債権者【一般用】-印刷 

債権調査回答書 債務整理開始通知（司法書士） 債権者【一般用】-印刷 

債務整理開始通知(方針明示なし)  債務整理開始通知（弁護士） 債権者【一般用】-印刷 

事前受任通知書(任意整理と明示)  債務整理開始通知（弁護士） 債権者【一般用】-印刷 

辞任通知書（司法書士） 債権者一覧 債権者【一般用】-印刷 

辞任通知（司法書士） 債権者一覧 債権者【一般用】-印刷 

代理人辞任通知（司法書士） 債権者一覧 債権者【一般用】-印刷 

債権再調査依頼書 債権者の登録 債権者【一般用】-詳細入力 

行政指導のお願い 債権者の登録 債権者【一般用】-詳細入力 

受任通知書（内容証明郵便） 債権者の登録 債権者【一般用】-詳細入力 

取引履歴開示請求書 債権者の登録 債権者【一般用】-詳細入力 

個人情報保護法に基づく開示請求書 債権者の登録 債権者【一般用】-詳細入力 

代理人辞任届 債権者の登録 債権者【一般用】-詳細入力 

その他 

タックシール 債権者一覧他  

利息計算書 引直計算（過払金返還請求）  

カレンダー 進捗管理カレンダー 初期画面 

画面の印刷 主要な画面  

ファームバンキング用（全銀協フ

ォーマット）テキストデータ 

振込一覧表 返済予定日データ到来リスト 

管理対象リスト 

初期画面のカレンダー 
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13.運用上の参考事項 
（１）．LANでの共有フォルダの運用方法について 

①サーバーパソコンの共有フォルダの作成 

【前提】Windows７ Professional の 「Server」というパソコンに、「imc」というフォルダ名で共有フォルダを

作成します。なおサーバーパソコンの IPアドレスは固定アドレスで運用するようにして下さい。 

【共有フォルダの作成】 

債務整理支援システムは、インストール時のインストール先のドライブ [C:\ProgramData\imc]にインス

トールされます。エクスプローラ又はマイコンピュータを使用して共有フォルダに設定したい「imc」フォル

ダのアイコンを右クリックし、そのポップアップメニューから、[共有]を選択して下さい。なお、開く画面は、

そのパソコンの設定によって異なる画面が表示されます。 

 

 

 

 
 

「このフォルダを共有する」にチェックをし、共有名

を[imc]とする。 

 

※共有名を「imc」以外に設定すると、アップデート

等の一部の処理が正常に処理できない場合があり

ますので、必ず「imc」にして下さい。 

 

次にアクセス権を設定するために「アクセス許可」

ボタンをクリックします。 

ここをチェック

し「共有名」を

[imc]とする 

ここをクリック

し詳細設定を

行う。 
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初期設定では[Everyone]に対する設定しかありま

せんが、[Everyone]に対する[フルコントロール]の

「許可」にセキュリティ上の問題があると考えられる

場合には、[Everyone]に対しては[読み取り]のみ

の許可とし、他のユーザーを[追加]ボタンにて追加

し、ユーザーごとのアクセス制御を設定して下さ

い。 

 

※データベース管理システムへのアクセスが必要

なのでアクセス許可は必ず[フルコントロール]を設

定して下さい。 

 

[追加]ボタンのクリックで[ユーザーまたはグループ

の選択]画面が開きますのでユーザーを追加しま

す。 

 

[ユーザーまたはグループの選択]画面 

 

ユーザー等を追加し、アクセス権の設定を行いま

す。 

 

※LANを運用されている環境（ドメイン orワークグループ）によって管理方法が違います。LAN環境の構

築は当社サポートの対象外ですので、この件に対する問い合わせはお断り致します。 

[Everyone]の[フルコン

トロール]の「許可」にチ

ェックをする 
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②クライアントパソコンのデータフォルダの指定方法 

【前提】Windows７ Professional の 「Server」というパソコンに、「imc」というフォルダ名で存在する共有フ

ォルダをデータベースフォルダとして指定します。 

【共有フォルダの参照方法】 

Windows７では、共有フォルダの参照方法として、「ネットワーク」からアクセスする方法と、「コンピュー

タ」に「ネットワークドライブの割り当て」割り当てたネットワークドライブにアクセスする方法があります。 

共有フォルダのデータを参照する方法 

初期画面のメインメニューの保守の[データベース

フォルダの指定]をクリックして下さい。 

 

 

 
[他のコンピュータ]をクリックし[参照]ボタンを押し

て下さい。 

 

[フォルダ-の参照]画面が開かれ、[ネットワーク]を

先頭にしたフォルダのツリー構造が表示されます

ので、共有フォルダ（サーバーの[imc]フォルダ）の

下にある[Seiri]フォルダの中にある[SeiriDB]フォル

ダを選択して下さい。PATH 情報が正常な場合に

は、[登録]ボタンが有効になりますので、[登録]ボ

タンを押して下さい。 

 

[ネットワーク]を展開して共有フォルダを指定する

場合には、PATHは[\\サーバー名\imc]となり、 

データベース フォルダは 「 \\サーバー名

\imc\seiri\SeiriDB\」となります。 

 

共有フォルダが[ネットワークドライブの割り当て]を

行われている場合は、[マイコンピュータ]を展開し

てネットワークドライブ上の共有フォルダを指定しま

す。この場合 PATHは[ドライブ:\]になります。 

【例】ネットワークドライブが「R」の場合、データベ

ースフォルダは「R:\seiri\SeiriDB\」になります。 

 

ここをクリック 
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ネットワークドライブの作成方法 

 

【ネットワークドライブの割り当て】 

「コンピュータ」の上で右クリックするか、

「コンピュータ」のメニューの「ツール」で

[ネットワークドライブの割り当て]をクリッ

クします。 

 

 

[参照]ボタンをクリックして表示される「フ

ォルダの参照」画面で、サーバーパソコ

ンで共有フォルダに設定した「imc」フォ

ルダを選択します。 

 

なお、共有フォルダでアクセス権を設定

している場合は、アクセスを許可されて

いるユーザー名でログオンするために、

「異なるユーザー名」をクリックしてログオ

ンユーザーの設定を行って下さい。 

【ログオンユーザーの設定】画面 

 

 

共有フォルダが設定されているコンピュ

ータに登録されているユーザーを指定

します。 

ネットワークドライブに割り当てられた共有フォルダは、コンピュータの[ネットワークドライブ]にリストアップ

されます。 
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（２）．Word文書の調整方法について 

[頁内に文書を納める方法] 

①ページ設定の行数を変更する方法 

 
 

 
 

【メニューの選択】 

[ページレイアウト]をクリックし展開されたメニューにある[ページ設定]の右下の印をクリックして下さい。 

なお、メニューの内容は使用されている MS-Wordのバージョン及び使用環境によって異なります。 

ここ 
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【ページ設定画面】 

 

行数を[36]から[39]に変更し[OK]ボタンをクリッ

クして下さい。（適切な行数に設定してください） 
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②段落の行あたりの文字数を変更する方法 

 

[住所]及び[事務所

名 ]が少し長いため

に、行数が 2 行増え

たので、この部分を

少し左にずらして、

[住所]を 2 行に、[事

務所名]を 1行に収ま

るように変更を行い

ます。 

 

※その他の方法とし

ては、文字間を狭く

することでも可能で

す。 

 

 

 

 

 

[住所]の段落を選択

します。画面では「住

所」から「船場」を選

択していますが、「住

所」から「２２階」まで

の間にキャレット（クリ

ックすると表示されま

す）があれば、段落

を選択したことになり

ます。 

 

段落を選択後、「ホ

ーム」リボンの「段落」

部分の右下をクリック

します。 
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【段落】設定画面 

 

 

 

 

インデント 

[左のインデント幅]を[13 字]か

ら[9字]に変更します。[ぶら下

げ]の幅は、最初の行に対す

る相対値なので、変更の必要

はありません。 

 

 

※インデント幅の指定を文字

数で行う場合は、[数値＋字]

と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に[事務所名]の段

落を選択します。 

 

選択後、メニュの「書

式 (O)」の「段落 (P)」

をクリックします。 

 

 



債務整理支援システム 
使用許諾契約書 

日本アイ・エム・シー株式会社 

141 

  

 

 

 

【段落】設定画面 

 

 

インデント 

[左のインデント幅]を[24.5 字]から[20.5

字]に変更します。 
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[表のセル内で 1行に納める方法] 

[オリエントコーポレーション大阪北支店]のセルを選択します。 

選択したセルの上で右クリックし、表示されたポップアップメニュー

（右図）の[表のプロパティ]をクリックします。 

メニューバーの「罫線(A)」からも[表のプロパティ]にアクセスできま

す。  

 
[セル]タブ内にある[オプション]ボタンをクリックしま

す。 

 

 
 
[文字列をセル幅に均等に割り付ける]をチェックし

[OK]ボタンをクリックします。 

 

１行内に収まるように文

字幅が狭められます。 

※フォントのプロパティで

調整する方法もありま

す。 
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[表のセル内で任意の複数行に納める方法] 

[〒530-0001から１７F]の文字列を選択します。 

メニューリボンの「ホーム」の[フォント]の右下をクリックします（右図）。 

 

 

 

【フォント】 

[文字幅と間隔]タブ 

①[倍率]で調整する方法 

倍率に[96]と入力し[OK]ボ

タンをクリックします。 

 

②[文字間隔] で調整する

方法 

[狭く ]を選択し、間隔に

[0.2] と入力し [OK]ボタン

をクリックします。 

 

間隔は数値を大きくすると

間隔は狭くなります。 

 

※倍率は又は間隔は調整

後の結果をみながら微調

整を行って下さい。 

 

 
 

 

 

ここをクリック 
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[表の行の追加方法] 

A）単純な[表]の場合 

 
 

 

①[Tab]キーによる追加 

最終行の最終セルに入力カー

ソルがある状態で[Tab]キーを

押すと行が追加されます。 

 

 
②メニュー選択での追加 

任意の行に入力カーソルがある状態で、メニューリボンの[レイアウト]の[行と列]の[上に行を挿入]又は

[下に行を挿入]をクリックします。カーソルのある行の上又は下に行が挿入されます。 

 
B）複雑な[表]の場合 

 

 

この表は「表」のセルに「表」を挿

入した複合表です。 

 

４件目のデータを表示している

「表」を、✛記号をクリックして選

択します。 

 

選択した「表」の上で右クリックし

表示されたメニューで[切り取り]

を選択します。 

 

 

 

４件目のデータを表示している

「表」が切り取られ、下の「表」の

セルが表示されますので、その

セルをクリックしてカーソルを移

動し、[Tab]キーを押すと行が

追加されます。 

ここのセル 
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元のセル（表を切り取った）で先

程切り取った「表」を、[Ctrl]キー

を押しながら[V]キーを押して貼

り付けます。 

 

※セル上で右クリックして表示さ

れるメニューの[複合表として貼

り付け]をクリックしてもできます。 

 

 

 

追加 され

たセル 
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14.トラブルシューティング 
（１）．LANでのデータ共有時のトラブルについて 

債務整理支援システムをＬＡＮでデータ共有型で使用しているケースで、昨日まで問題なく使え

ていたのに、急にエラー画面が表示されてデータが表示されなくなることがあります。エラーはサー

バーの共有フォルダにアクセスできないためですが、その原因は①サーバーそのものにアクセスで

きない場合と、②サーバーの共有フォルダにアクセスできない、③データベースへのＰＡＴＨ情報に

トラブルが発生している、のいずれかにあります。 

 

①サーバーそのものにアクセスできない場合 

サーバーにアクセスできているかどうかは、ネットワーク等を開いて「共有フォルダ」が Windows

の機能として開くことができるかどうかで確認できます。「共有フォルダ」が開けない場合は、（Ａ）サ

ーバーは起動されているか、（Ｂ）ＬＡＮケーブルは外れていないか、（Ｃ）ＨＵＢの電源は入っている

か等、ＬＡＮの物理的な接続を確認して下さい。また、サーバーパソコンのＩＰアドレスが固定設定と

なっているかどうかを確認して下さい。ＩＰアドレスが動的割り当ての場合、ＬＡＮ上のパソコンの起動

順でＩＰアドレスが割り当てられるので、起動のタイミングによっては前回運用時とＩＰアドレスが変わっ

てしまい、クライアントパソコンから「共有フォルダ」への接続が行えない場合があります。 

 

②サーバーの共有フォルダにアクセスできない場合 

「共有フォルダ」のアクセス権の設定変更で、アクセスを拒否されていないか確認して下さい。通

常は発生しませんが、「簡易ファイルの共有」を無効に変更して、ユーザーのアクセス権の設定が正

しく行われなかったり、ウイルスソフトを導入したり、アップデートをしたことで、ウイルスソフトのファイ

アウオール機能で他のパソコンの接続を遮断してしまっている場合が考えられます。 

 

③データベースへのＰＡＴＨ情報にトラブルが発生している場合 

このことが原因となっている場合は、次の処理で解決ができます。 

(A)債務整理ソフトの「データベースフォルダの指定」画面で、データの場所を「このコンピュータ」

に変更し、債務整理ソフトを再起動します。再起動で異常が発生する場合は、システムそのも

のの管理情報が破損している可能性がありますので、債務整理支援システムを再インストール

して下さい。 

(B)正常に起動する場合は、債務整理ソフトの「データベースフォルダの指定」画面で、データの

場所を「他のコンピュータ」に変更し、債務整理ソフトを再起動します。再起動で異常が発生す

る場合は、上記①又は②が原因ですので、それぞれの対処方法を確認して下さい。また、サー

バーパソコン及びすべてのクライアントパソコンの電源を切り、サーバーパソコンより順番に起

動をして下さい。 
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15. 開発者 
製品名「債務整理支援システム」 

日本アイ・エム・シー株式会社 

〒531-6129 大阪府大阪市北区大淀中 1-1-30 梅田スカイビルタワーウエスト 29階 

ＴＥＬ 06－6450－8915 

ＦＡＸ 06－6450－8917 

ホームページＵＲＬ http://www.nihon-imc.co.jp/seiri/ 

E-mailアドレス     seiri@nihon-imc.co.jp 

 

 

16.年間使用ライセンス金額 
１ライセンス １５、０００円（消費税別） 

※ 継続使用の場合は 12,000円（消費税別）です。継続使用とは契約期限内に契約更新を行う場合

です。契約期限内に更新されない場合は継続使用にはなりません。 

※ プログラムのアップデートは随時行います。 

 

 

17.動作環境 
債務整理支援システム の動作には，Windows Vista/7/8/10 またはその 100%互換オペレーティ

ングシステム，Pentium プロセッサ（1.8GHz 以上を推奨）、Vista/7/8 の場合 1.5GB 以上のシステム

メモリ、約 60MB のディスク空き容量が必要です。また、ディスプレイは 1024×768 以上の解像度で

使用して下さい。また文書ファイルの出力には Office2007 以降のバージョンの MS-Word が必要で

す。Office 2013及び Office 365 も動作確認済みです。 

※Office 365 は、クラウドを利用したグループウエアです。最新のデスクトップバージョンの Office が

含まれていますので、オフラインでもオンラインでも最新バージョンの Office を利用して、Office で

作成した資料を利用できます。Office 365 は年間契約(12,360 円～(税別))で、１ユーザーあたり 5

台のデバイス（パソコン等）にインストールできます。弊社サイトにてOffice365の無償試用１ヶ月ライ

センスが取得できます。 

 

 

18.ユーザーサービス規定 
  弊社では、利用者登録をいただいたお客様に、ユーザーサービスプログラムを用意しています。プ

ログラムの使用許諾契約書に同意され、規定の料金を支払われたお客様には、弊社より「登録キー」

を発行いたしますので、利用者登録を行ってください。 

 

http://www.nihon-imc.co.jp/seiri/
mailto:seiri@nihon-imc.co.jp
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19.ユーザーサービスプログラム 

(1)スタートアップサポート 
ソフトウェア導入時期に発生しやすいお客様の問題解決を目的としたサポートを提供いたします。

ソフトウェアの導入あるいは設定上の問題を中心にご質問にお答えいたします。ヘルプやＲｅａｄｍ

ｅファイルなどのオンラインドキュメントなどを参照しても問題が解決できない場合にご利用下さい。 

本サポートでは、運用ノウハウについては対応しておりませんので、あらかじめご了承下さい。 

なお、本サービスの提供は、ご契約開始後最初のお問い合わせから３カ月間（９０日間）で、かつ

ご購入後６カ月（１８０日間）を越えない期間です。 

 

(2)無償サポート 
ユーザー登録をされたお客様に対して無償にて下記のサービスを提供いたします。 

① 債権者データ・郵便番号辞書のダウンロード 

② 法改正等によるバージョンアッププログラムのダウンロード 

【注意事項】 Windows の操作及びＬＡＮの運用に関するサポート等、本ソフトウエアに直接関

係のない内容に関してはサポートの対象外です。 

本サポートは年間使用ライセンス契約期間中のみです。年間使用ライセンス契約の開始日から

１年間をもって終了いたします。契約期限の１ヶ月前から契約更新を受け付けておりますので継

続使用を希望される場合は、契約期間内に契約代金のお支払をお願いします。入金が確認で

きない場合、契約は終了します。 

 

(3)サポートお問い合わせ先 
サポートはメール又はＦＡＸを原則とします。緊急の場合には電話でも受け付けます。 

ＴＥＬ 06－6450－8915      ＦＡＸ 06－6450－8917 

初期画面のメインメニューのヘルプにある「ＩＭＣへのメール」をご利用下さい。 

 

(4)サポート受付け時間 
月曜日～金曜日 9：30～11：45  13：00～17：00 

（祝祭日、夏季休暇、年末年始休暇、その他弊社非営業日を除く） 

 

(5)年間使用ライセンス契約料金 
年間１２，０００円（使用開始日から１年間）（消費税別） 

但し前年度より契約を継続されていない場合は、年間１５，０００円（消費税別）になります。 
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20.ソフトウェア使用許諾契約書 
日本アイ・エム・シー株式会社（以下、「弊社」といいます。）ではお客様に対しこの使用許諾契約

（以下、「本契約」といいます。）を設けております。 

利用者登録画面にて利用者登録をされた場合は、本契約にご同意くださったものと解釈させていた

だきますので、本契約の内容を十分ご確認の上、利用者登録をしてください。利用者登録をされても、

代金のお支払があるまではこの契約は有効にはなりません。 

なお、本製品に関するサービスとは、本契約書および別掲の「ユーザーサービスプログラム」に定め

る範囲とします。「ユーザーサービスプログラム」もあわせてご確認ください。 

 

第１条（定義） 
① 「本プログラム」とは、本契約書と共に提供されるコンピュータプログラム及びデータをいいます。

本プログラムに関して、弊社が後に提供することがあるアップデート品、交換品についても本契約

が適用されるものとします。 

② 「関連資料」とは、本プログラム使用のために、弊社が本プログラムとともに提供する資料をいいま

す。なお、関連資料に関して弊社が後に提供することがある改良品、交換品についても本契約が

適用されるものとします。 

③ 「本ソフトウェア」とは、本プログラムおよび関連資料をいいます。 

④ 「本製品」とは、本契約書と共に提供される、本プログラム、本プログラムの複製、関連資料、その

他付属物の総称をいいます。本製品に関して、弊社が後に提供することがあるアップデート品、交

換品についても、本契約書が適用されるものとします。 

⑤ 「お客様」とは、本製品の所有者一人を指します。法人、団体等で所有される場合は、使用者一

人を決めていただくか、管理担当者を決めていただきその方一人を指します。 

⑥ 当然、本契約に関する責任は、お客様にありますが、法人、団体等で所有の場合はその法人、

団体等も責任を負うものとします。 

⑦ 「アップデート」とはバージョンアップに満たない小幅な機能修正をいいます。 

⑧ 「破棄」とは、お客様も、他の第三者も再び使用できないように、焼却、裁断等の方法をもって処

分することをいいます。 

⑨ 「マスターディスク」とはお客様が本製品を最初に手にされたときプログラムが収められていたフロ

ッピーディスクやＣＤ－ＲＯＭをいいます。 

第２条（使用条件） 
お客様は、バックアップを目的として、１セットに限り本プログラムを他の磁気媒体に複製（コピー）

することができます。ただし、本製品のマスターディスクがＣＤ－ＲＯＭの場合はバックアップ目的の

複製を認めません。 

第３条（権利留保および禁止条項） 
① 弊社は、本製品に関する著作権、その他一切の知的財産権および本プログラム（有体物としての

プログラム製品とその媒体をいう）に関する所有権を有しております。本契約においてお客様に明

示的に付与される以外の権利についてはすべて弊社が保有いたします。 

② お客様は、本契約に基づき、本ソフトウェア等を非独占的に使用することができます。この使用権

および本契約上の地位は、他に譲渡することはできません。 

③ 弊社よりの許可がない限り、本製品の印刷物のすべて、または一部を複製することはできませ

ん。 

④ 本製品のすべて、または一部を譲渡、貸与、再使用許諾、中古品取引、レンタル、リースすること

はできません。 

⑤ 本製品に表示されている著作権、その他の権利者の表示に変更を加えることはできません。 

⑥ 本契約ならびに著作権法その他法令にお客様が違反され、弊社に損害が生じた場合は、その

賠償を請求させていただくことがあります。 

⑦ 本製品をネットワークまたは複製の端末で使用することはできません。 

⑧ 本製品の改変、リバースエンジニアリングを行うことはできません。 

⑨ 本製品の使用により知り得た弊社の秘密を、正当な理由なく他の第三者に対して漏洩してはなり
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ません。 

第４条（保証範囲） 
① 弊社は、お客様が本製品を購入された日から６０日間に限り、マスターディスクや関連資料に物

理的な欠陥があった場合には、これらを無料で交換いたします。 

② 弊社は本プログラムがお客様の考えておられる特定の作業に完全に適合することを保証するも

のではありません。 

③ 本製品は予告なく、仕様を変更することがあります。 

④本製品は最低１ヶ月に１度はインターネットに接続される必要があり、プログラム等のアップデート

のサービスはインターネットからのみうけることができます。 

第５条（責任制限） 
① お客様が期待する成果を得るための製品の選択導入、使用および使用結果につきましては、お

客様の責任とさせていただきます。 

② 本製品の機能その他につき、弊社が関知することなく第三者がなした説明、約束、宣伝等につい

ては弊社は一切の責任を免れます。 

③ 本製品の使用または使用不能により、お客様または第三者が被った直接的、間接的損害に対す

る弊社の債務は、いかなる場合においても、本製品の価格を限度とします。 

④ 本ソフトウェアに容易に発見することができない誤りがあった場合、補修、代替良品に交換するこ

とができる場合には、これを行うものとします。これ以外の場合には当社はその誤りの修正の努力

を行うものとします。また補修、代替良品の提供時期は弊社が決定します。 

第６条（契約期間） 
① 本契約の期間は、原則としてお客様が本製品年間使用ライセンス契約の代金を支払った日から

１年間とします。また、本契約期間満了の場合にも、弊社もしくはお客様から、本契約の更新をし

ない旨の意思表示がなされない限り、さらに同内容で更新されるものとします。 

② 本契約期間内に契約代金の支払いが確認できなかった場合、１ヶ月の猶予期間をもって契約解

除となります。猶予期間内に契約代金の支払があった場合は契約を継続します。契約解除後に再

度年間使用ライセンス契約を申し込まれた場合は新規申込みとします。 

第７条（契約の終了） 
① お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合は、弊社は契約期間中といえども、通知を行

うことにより、本契約を終了させることができます。その場合、本契約に基づいて弊社がお客様に

負担する一切の義務を免れます。また、お客様には、本製品の使用を中止し、速やかに本製品を

破棄していただきます。 

② 弊社が将来提供するかも知れないバージョンアップサービスにて、お客様が次期バージョンにバ

ージョンアップされた場合、本製品に関する契約は自動的に終了いたします。この場合、本契約

に基づいて弊社がお客様に負担する一切の義務を免れます。また、本製品の使用を中止し、速

やかに本製品を破棄していただきます。 

第８条（その他） 

① 本契約に関する一切の紛争に関しては、大阪地方裁判所を管轄の裁判所とします。 

② 本契約は日本国法に従います。 

以上  
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重要 Windows Vista/7/8/10で利用される場合 

 
Windows Vista/7/8/10 では、コンピュータに管理者アカウントでログインしている場合でも、コンピュ

ータを使用するユーザ全員に影響する変更がユーザによって行われるのを防止するため、通常の操作

は標準アカウントと同じ権限で実行されています。このため、アプリケーション実行時にすべての機能が

表示されない、あるいは必要なファイルへのアクセスが制御されて処理がされないなどの問題が発生す

る可能性があります。これらの問題の多くは、アプリケーションを管理者として実行することによって解決

することができます。本プログラムは標準アカウントでログインしている場合でも、管理者特権を有効にし

て動作します。したがってプログラムの起動時に次のダイアログ画面が表示された場合には「はい」等の

クリックでプログラムを実行して下さい。 

 

Windows 7/8/10の場合、[はい]をクリックして下さい。 

Windows Vistaの場合、[続行]をクリックして下さい。 
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